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現代版湯治がもたらす効能とは／「盆地の町の野菜売り」一挙再掲載

自然・歴史・文化を育む　名水名湯田園観光都市　竹田市

新涼の滝しぶき（黄
あめうし

牛の滝・上坂田）　作・安松裕子（押し花工房いちりん草）

Taketa Public Relations

温泉療養保健システム
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現
代
版
湯
治
が
も
た
ら
す
効
能
と
は　

～
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
第
１
フ
ェ
ー
ズ
終
了
～

　

竹
田
市
が
挑
む
全
国
初
の
「
温
泉
療
養
保
健
制
度
」。
そ
の
確
立
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
４
か
月
を
単
位
（
フ
ェ
ー
ズ
）
と
す
る
長
期
滞
在
者
向
け
の
保
健
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
が
ス
タ
ー

ト
、
検
証
を
重
ね
な
が
ら
制
度
の
完
成
度
を
高
め
ま
す
。
今
回
は
７
月
を
も
っ
て
終
了
し
た
第
１
フ
ェ
ー
ズ

の
内
容
を
報
告
し
、
第
２
、
第
３
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
足
掛
か
り
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
る
機
会
に
し
ま
す
。

疲
労
と
ス
ト
レ
ス
が
消
え
る
！  

温
泉
の
魔
力

　　　　　　■実証実験（第１フェーズ）の基礎データ■
【制度】温泉療養保健会員パスポートを取得した利用者が指定された宿泊施設に3泊以上宿

泊した場合1泊500円を、入浴施設を利用した場合1回200円を助成。（上限14泊、
入浴は1日2回などの規定あり）

【数値データ】
●パスポート取得者数…128人	●立寄入浴回数の平均…  2回
●保健適用申請者数…… 82人	●男女比……  男：女＝６：４
●平均助成金額……　3,121円	●年齢……… 60歳以上が73％
●平均宿泊日数……　　5.4泊	●発地…九州外74％、九州26％

利
用
者
の
平
均
像

　
７
月
12
日
現
在
の
給
付
申
請
者
は

82
人
。
九
州
外
か
ら
訪
れ
た
60
歳
以

上
が
７
割
を
超
え
ま
す
。

　
比
較
的
時
間
を
有
し
、
中
長
期
滞

在
を
目
的
と
す
る
利
用
者
の
平
均
像

は
「
竹
田
市
内
に
５
、６
泊
し
、
宿

泊
施
設
以
外
の
入
浴
施
設
を
２
回
利

用
し
た
夫
婦
あ
る
い
は
女
性
グ
ル
ー

プ
」
と
い
え
ま
す
。

利
用
者
の
意
見
を
探
る

　
制
度
の
質
を
高
め
る
た
め
、
温
泉

パ
ス
ポ
ー
ト
の
中
で
保
健
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
を

設
け
、
提
出
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。

　
滞
在
中
の
感
想
や
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
意
見
は
、
合
理
的
か
つ
使
い
勝

手
の
よ
い
洗
練
さ
れ
た
制
度
へ
生
ま

れ
変
わ
る
た
め
、
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
利
用
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
・
滞
在
を
通
じ
解
消
で
き
た
こ
と

は
、
疲
労
感
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
感

覚
的
な
分
野
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

Ａ
・
温
泉
の
有
効
活
用
が
多
く
、
連

泊
中
に
行
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
も
積
極
的
に
生
活
習
慣
に
取
り

入
れ
た
い
と
い
う
意
識
が
う
か
が

え
ま
す
。

Q２．帰宅後に日々の習慣として取り入れたいこと

定期的に温泉に入る

ウォーキング

体をほぐすマッサージ等

食事の改善

家庭での入浴方法の改善

トレッキング・登山

10 20 30 40

Q１．温泉療養を通じて解消できたこと

疲労感

ストレス

睡眠不足

体の冷え

免疫力の低下
10 20 30 40
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疲労とストレスが消える！  温泉の魔力

Ａ
・
一
番
は
「
宿
以
外
で
の
食
事
」

の
充
実
で
し
た
。
宿
の
豪
華
な
食

事
だ
け
で
な
く
、
健
康
的
な
外
食

を
求
め
る
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

Ｑ
４
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
以
前
、

「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」
と

聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

や
期
待
を
抱
い
た
か
。（
自
由
回
答
）

Ａ
・「
お
得
な
制
度
な
の
か
な
と
思
っ

た
」、「
運
動
指
導
な
ど
が
あ
る
の

か
と
思
っ
た
」、「
少
し
堅
そ
う
な

イ
メ
ー
ジ
が
し
た
」
な
ど
、
様
々

な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
５
こ
の
制
度
の
使
い
や
す
さ
や
独

自
性
を
人
に
勧
め
た
り
、
ま
た
利

用
し
た
い
か
。

Ａ
・
９
割
以
上
の
利
用
者
か
ら
「
は

い
」
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
６
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
追
加

し
て
ほ
し
い
内
容
は
。（
自
由
回

答
）

Ａ
・「
手
続
き
が
面
倒
に
感
じ
る
の

で
、
も
う
少
し
簡
単
に
し
て
ほ
し

い
」「
継
続
し
て
ほ
し
い
」「
利
用

可
能
な
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

し
て
ほ
し
い
」「
再
来
の
予
定
が

あ
る
の
で
、
繰
り
返
し
使
え
る
仕

様
に
し
て
ほ
し
い
」「
長
く
滞
在

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
間

滞
在
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
や
特
典

を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
目
立
ち
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
温
泉
療
養
に
伴
う
中
長
期
滞
在
は
、

観
光
産
業
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
分

野
に
経
済
効
果
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

滞
在
中
の
食
事
や
余
暇
の
活
用
、

生
活
用
品
な
ど
の
消
費
に
加
え
、
地

産
地
消
と
い
う
点
で
、
農
業
に
も
経

済
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
統
計
に
お
い
て
も
、
一
人
当
た

り
の
県
外
日
帰
り
客
の
観
光
消
費

額
は
約
６
千
円
で
あ
る
の
に
対
し
、

県
外
宿
泊
客
の
観
光
消
費
額
は
約

２
万
２
千
円
と
大
き
な
開
き
が
で
て

い
ま
す
。

　
旅
行
者
の
滞
在
時
間
が
長
け
れ
ば

長
い
ほ
ど
、
観
光
消
費
額
も
大
き
く

な
り
、
宿
泊
日
数
が
増
す
ご
と
に
地

域
に
外
貨
が
落
ち
る
機
会
が
増
え
る

好
循
環
と
な
り
ま
す
。
１
泊
５
０
０

円
の
給
付
が
、
地
域
経
済
に
与
え
る

好
影
響
を
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
温
泉
療
養
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

観
光
客
を
い
か
に
宿
泊
に
結
び
付
け
、

い
か
に
長
く
逗
留
し
て
も
ら
う
か
と

い
う
視
点
が
大
事
で
、
観
光
振
興
の

み
な
ら
ず
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
重

要
な
課
題
と
い
え
る
の
で
す
。

温
泉
療
養
に
期
待
さ
れ
る
大
き
な
経
済
波
及
効
果

～素朴な疑問に答えます～

温泉は本当に効くの？
　九州アルプスに連なる竹田市には、古くから伝わる長
湯温泉や七里田温泉のほか、赤川温泉、久住温泉、くた
み温泉、白丹温泉、竹田温泉、荻の里温泉など市内各地
に新旧の個性的な温泉が数多く湧出しています。
　貴重な地域資源であるとともに重要な観光資源でもあ
るこれらの温泉は、本当に効くのでしょうか。

　温泉に入ると体温が上が
り、免疫力が向上すると言わ
れています。自律神経、ホル
モンの分泌が整えられ良質の
睡眠が得られるのも特徴で
す。温泉療養保健パスポート
の「温泉利用術」の監修者で温
泉学の権威、札幌国際大学の
松田忠徳教授によると、温泉
浴で増強されるＨＳＰ（ヒー
トショックプロティン）が細
胞を修復し、がん細胞やウィ
ルスを消滅してくれると言う
のです。

　約60兆個という人間の細胞の中で、１日に何千と発生
するがん細胞などを消滅してくれているのがＨＳＰであ
ると。通常の家庭のお風呂でも基礎体温が上がることで
効果があるそうですが、温泉浴はその３倍以上の効果を
もたらすと言います。特に３日以上の湯治は生体リズム
のゆがみを元に戻す、つまり体調を修復させるために効
果的ということです。
　まさに温泉は注目すべき代替医療「予防医学」なのです。

Q３．長期滞在をする場合、充実させて欲しいサービス
宿以外での食
竹田までの交通

対象温泉施設の拡大
宿のバリエーション
健康に関する知識

健康に関するプログラム
竹田市内の交通

観光案内やウェブページ
専門家による指導

10 20 30 40
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３
連
泊
を
期
間
内
３
泊
に
改
正

・
３
泊
４
日
は
日
程
的
に
長
い
た
め
、

利
用
者
が
リ
タ
イ
ア
組
に
か
た
よ

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
長
期
休

暇
が
取
得
し
づ
ら
い
現
役
世
代
の

利
用
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

・
毎
月
１
回
の
宿
泊
な
ど
定
期
的
に

温
泉
療
養
に
来
て
い
る
方
も
新
た

に
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

・
温
泉
を
有
し
な
い
宿
泊
施
設
の
利

用
者
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

申
請
を
徹
底
的
に
簡
素
化

・
保
健
給
付
申
請
に
パ
ス
ポ
ー
ト
本

体
の
提
出
は
必
要
な
く
、
切
り
取

り
可
能
な
ス
タ
ン
プ
印
ペ
ー
ジ
を

申
請
書
に
添
付
す
る
だ
け
で
す
。

・
宿
泊
領
収
書
（
コ
ピ
ー
可
）
の
提

出
は
今
ま
で
と
同
様
に
必
要
で
す
。

現
代
版
「
湯
治
場
」
再
生

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
日
本
の
湯
治

文
化
は
、
世
界
で
も
最
先
端
の
予
防

医
学
で
あ
っ
た
と
松
田
先
生
は
明
言

し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
は
生
活
習
慣
が
変
化
し
、
西

洋
医
学
が
高
度
化
す
る
に
従
っ
て
、

温
泉
の
も
つ
療
養
価
値
は
忘
れ
ら
れ
、

温
泉
に
対
す
る
関
わ
り
方
も
娯
楽
化
、

レ
ジ
ャ
ー
化
し
て
き
ま
し
た
。
湯
治

文
化
は
急
速
に
衰
え
、
温
泉
の
持
つ

役
割
も
様
変
わ
り
し
た
の
で
す
。

　
現
在
、
竹
田
市
が
推
進
し
て
い
る

温
泉
療
養
保
健
制
度
は
、
こ
う
し
た

湯
治
文
化
を
現
代
に
適
合
さ
せ
て
提

案
す
る
も
の
で
す
。

　
地
球
か
ら
の
恵
み
、
先
人
た
ち
の

知
恵
を
存
分
に
活
か
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
商
工
観
光

　
課　
☎
６
３
ー
４
８
０
７

進
化
し
た
シ
ス
テ
ム

「
第
２
フ
ェ
ー
ズ
」
が
ス
タ
ー
ト

～温泉療養保健制度への挑戦を高らかに宣言～

全国温泉サミットin長湯を堂々開催
　6月27日の前夜祭に続き、翌日竹田市直入町にある直入公民館
で「第７回源泉かけ流し全国温泉サミットin長湯」が開催されまし
た。日本源泉かけ流し協会や長湯温泉旅館組合などが主催したも
ので、当市では第3回サミット以来、４年振り２回目となるもの
です。
　開会式に続いて阿岸祐幸氏と松田忠徳氏の基調講演が行われ、
現代版湯治場再生をめざす参加者の耳目を集めました。
　午後からのパネルディスカッションのテーマは「挑戦！温泉療
養保健制度の可能性を探る」。フランスの温泉事情に詳しい宮内
氏や医療ジャーナリストの藤野氏に首藤市長が加わり、それぞれ
の立場から議論が繰り広げられました。

がんばれ！福島
　サミットを締めくくったのは、福島県「高湯温泉」の「次回開催
地宣言」です。厳しい時代を切り拓く勇気ある宣言に対し、復興
の願いも込められた大きな拍手が送られました。

松田教授（左）が進
行するパネルディス
カッションで意見が
交わされました。

パネリスト
( 右から）
首藤勝次市長
藤野博史氏
宮内祥子氏

疲労とストレスが消える！  温泉の魔力

温泉療養保健制度に参加する施設も増加、
全市的な取組みが進んでいます。

参加施設数

荻

久住

直入

竹田

0 5 10 15 20 25

第１フェーズ

第２フェーズ

　

い
よ
い
よ
８
月
か
ら
第
２
フ
ェ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
す
。
第
１

フ
ェ
ー
ズ
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
点
を
探
り
、
第
２
段
階
へ
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
４
か
月
間
を
迎

え
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜

東
京
大
学
景
観
研
究
室　
修
士
２
年

永
井
友
梨

　
５
月
の
城
下
町
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
半
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
竹
田
は
、
や

は
り
心
癒
さ
れ
る
地
で
し
た
。

　
丁
度
そ
の
頃
色
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
立
て
込
ん
で
い
て
忙
し
く
、
研

究
室
全
体
に
疲
労
感
が
漂
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
竹
田
で
の
週
末
を
終
え

た
出
張
組
は
揃
っ
て
い
き
い
き
し
た

顔
に
な
っ
て
帰
京
し
、
留
守
番
組
の

メ
ン
バ
ー
に
「
い
い
な
ぁ
、
竹
田
行

き
た
い
な
ぁ
」
と
羨
ま
し
が
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
、
元
気
に
な
れ
る
力
の

よ
う
な
も
の
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

か
、
不
思
議
で
も
あ
り
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
も
ち
ろ
ん
非
常
に

充
実
し
た
時
間
で
し
た
が
、
正
直
な

と
こ
ろ
何
よ
り
も
嬉
し
く
か
け
が
え

の
な
い
体
験
だ
っ
た
の
は
、
棚
田
の

田
植
え
を
お
手
伝
い
（
と
い
う
か
、

お
邪
魔
と
い
う
か
…
）
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と
で
し
た
。

　
ジ
ー
パ
ン
の
裾
を
捲
っ
て
田
ん
ぼ

の
中
に
入
り
、
柔
ら
か
い
泥
の
感
触

を
裸
足
に
感
じ
、
お
っ
か
な
び
っ
く

り
苗
を
差
し
込
み
、
田
植
え
機
に
乗

ら
せ
て
頂
く
と
止
め
方
が
分
か
ら
な

く
て
慌
て
…
。
何
も
か
も
初
体
験
で

し
た
が
不
思
議
な
く
ら
い
居
心
地
が

よ
く
、
こ
ん
な
に
癒
さ
れ
ち
ゃ
っ
て

東
京
の
皆
に
申
し
訳
な
い
、
と
真
剣

に
思
い
ま
し
た
。
こ
の
幸
福
感
は
、

先
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
生
き
て

い
る
っ
て
い
う
実
感
」
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た

農
業
の
営
み
や
、
自
ら
触
れ
て
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
自
然
は
、
自
分
が

今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
、
と
い
う
当

た
り
前
な
の
に
都
会
で
は
薄
れ
が
ち

な
感
覚
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
「
生
き
て
い
る
っ
て
い
う
実
感
」

を
取
り
戻
せ
る
こ
と
が
、
竹
田
に
来

る
と
元
気
に
な
れ
る
理
由
の
一
つ
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
田
植
え
の
後

に
ご
家
族
で
振
る
舞
っ
て
下
さ
っ
た

お
昼
ご
飯
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
味
に

な
り
ま
し
た
。

　
先
日
竹
田
市
の
方
が
東
京
に
来
ら

れ
、
一
緒
に
お
酒
を
飲
み
ま
し
た
。

田
植
え
を
し
た
田
の
今
の
様
子
を
写

真
で
見
て
「
す
ご
い
、
育
っ
て
る
！
」

と
私
達
が
感
激
し
て
い
る
と
、「
育
つ

に
決
ま
っ
ち
ょ
る
よ
」
と
笑
わ
れ
た

の
で
す
が
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ

と
も
新
鮮
な
感
動
で
し
た
。
今
も
竹

田
で
自
分
の
植
え
た
稲
が
育
っ
て
い

る
の
を
想
像
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で

少
し
元
気
に
な
れ
ま
す
。

　
収
穫
の
秋
を
楽
し
み
に
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

20

竹
田
雑
感

　
昭
和
49
年
に
建
設
さ
れ
た
現
消
防

庁
舎
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
平
成
20

年
度
に
行
っ
た
耐
震
診
断
で
は
、
震

度
６
強
の
地
震
に
倒
壊
ま
た
は
崩
壊

す
る
等
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
竹
田
市
は
、
副
市
長
を
委
員
長
と

す
る
「
竹
田
市
新
消
防
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
」
を
設
置
、
７
月
15
日
に

第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
設
置
さ
れ
た
「
竹
田
市
新

消
防
庁
舎
建
設
懇
話
会
」
か
ら
出
さ

れ
た
市
民
の
声
を
参
考
に
、
高
機
能

消
防
通
信
指
令
装
置
の
整
備
等
も
含

め
た
消
防
防
災
拠
点
た
る
新
庁
舎
の

建
設
が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

消
防
防
災
拠
点
た
れ
！

新
消
防
庁
舎

新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
開
催

　竹田市が、県・建築士会と協力して、ご自宅の簡易
耐震診断を行います。
　簡易耐震診断とは、正式な耐震診断ではありません
が、住宅のどのようなところに地震に対する強さや弱
さがあるのかを調べることができるものです。
　簡易耐震診断の結果が悪い場合、正式な耐震診断を
受けることをおすすめします。
◇対  　象  昭和56年５月31日以前に建築された木

造一戸建て住宅（併用住宅で、住宅部分の
面積が１／２以上のものを含む）

◇日　　時　９月12日㈪～16日㈮
（詳細な日時については、ご希望をお伺いしたうえで
確定します）
◇募集戸数　５戸
◇申込締切　８月19日㈮まで
◇そ の 他 　
・簡易耐震診断は、市職員等がご自宅に伺い、１時
間程度で行います。
・ご自宅の図面がある場合は、当日ご用意頂けると
短時間で実施できます。
・この簡易診断だけでは、木造住宅耐震化促進事業
（改修）補助金は受けることはできません。

●お申込み・お問い合せ
　竹田市総務課行政係　☎ 63-1111（内線 212）
　※詳細についてはお電話ください

耐震診断

木造住宅の無料簡易耐震
診断を実施します
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回
８
第 生き活き興起雇用創出大作戦！

超高齢社会への挑戦
パッケージ事業説明会開催
　竹田市経済活性化促進協議会では、地域福

祉・介護、健康づくりなど生活に密着した分野

での人材育成や、バイオマスなど新たな産業創出を目指すことで、竹田なら

ではの雇用の場、起業・創業を支援する事業がスタートしました。７月11日～

20日にかけて市内４地域で事業説明会を開催しました。

【人材育成セミナーのご案内】
　人材育成セミナーの「健康運動インストラクター養成セミナー」及び「くらし

のサポーター養成セミナー」のセミナー参加者を募集します。募集は、８月１

日㈪からの予定です。詳しくは、ホームページまたは竹田市経済活性化促進

協議会にお問い合わせください。

参加者・参加企業募集中！  第１回就職セミナー＆合同企業面接会
　第１回就職セミナー＆合同企業面接会を次のとおり開催します。

　就職セミナーでは、特定社会保険労務士による「就職にあたっての心構え」

などのセミナーを開催します。また、地域企業と求職者のマッチングの場と

して合同企業面接会を開催します。多くの地元企業と面接ができます。企業

にとっても人材確保の場となります。

開催日時　８月16日㈫　13：00～16：00　　竹田市文化会館大会議室ほか
　　①就職セミナー　　　　13：00～14：00　　小会議室
　　②合同企業面接会　　　14：00～16：00　　大会議室
　　③個別カウンセリング　14：00～16：00　　小会議室他
　開催要領や参加企業など詳細は、ホームページ、新聞折り込みチラシ等で

お知らせします。

　Ｉ・Ｕターンで竹田市での就職をお考えの方にぜひお伝えください。

　詳しくは、竹田市経済活性化促進協議会　☎62-2122
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://taketa-syokuiku.org
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後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

老後を安心して暮らすために
　後期高齢者医療とは、75 歳以上のすべての方及び一定の障害の
ある 65 歳から 74 歳までの方を対象とした医療制度です。この運
営を行う「大分県後期高齢者医療広域連合」からのお知らせです。

○後期高齢者医療高額療養に該当している方へ
　お知らせの通知を送付します
　後期高齢者医療の被保険者で、１か月の医療費が自己負担の限度額を超えた場合、申請して認められ
ると限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。該当する方には、お知らせの通知をお送りし
ますので、通知書が届いた方は申請の手続きをしてください。１度申請をすれば再度の申請は不要とな
り、該当の月があれば指定の口座に振り込みます。

○健康訪問事業にご協力をお願いします
　９月上旬より後期高齢者医療制度にご加入の方を対象に、保健師が家庭訪問を行います。皆様のこれ
までの生活習慣などについてお伺いしながら、今後の健康づくりや健康管理についてのヒントなどをお
話させていただきます。お手紙で訪問日時等をお知らせしますので、ご協力をお願いします。

○還付金詐欺にご注意！
　「キャッシュカード・通帳・印鑑」を渡さないでください。
　全国各地で、還付金詐欺が発生しております。厚生労働省・日本年金機構・市町村・広域連合の職員
を装い、「年金の払い戻しがある」「医療費の戻りがある」とキャッシュカード等をだまし取り、口座か
ら現金を引き出されるなどの被害が発生しております。
不審に思われた時にはすぐに、保険課または後期高齢者医療広域連合までご連絡をお願いします。

○後発医薬品（ジェネリック医薬品）をご存じですか？
　先発医薬品（新薬）の開発には、長い年月と、莫大な費用がかかります。そのため一定の期間、特許で
守られており、値段が高いのです。一方、ジェネリック医薬品は、その特許が切れた後に発売されます。
先発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・効果をもつ医薬品で、先発医薬品に比べて低価格で手にいれる
ことができます。
・先発医薬品より安価で、経済的です。
　　患者さんの自己負担の軽減、医療保険財政の改善につながります。
・効き目や安全性は、先発医薬品と同等です。
　　国では、後発医薬品が先発医薬品と同レベルの品質・有効性・安全性を有するかどうかについて
欧米と同様の基準で審査を行っています。
　　まずは診察の時に医師や、薬剤師に相談してください。直接言いづらい方は、保険課窓口に
「ジェネリック希望カード」を置いていますので、希望カードを医師または薬剤師に提示してくだ
さい。

【お問い合わせ】大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771（代表）
【申 請 窓 口】竹田市保険課（国保・高齢者医療係）☎63-1111（内線135・136・137）
 　　　　　　　 　及び各支所いきいき市民課
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」
（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←旧宮城小学校（現在の宮城分館）
　古い校舎の面影を今も残しています

市長コラム
〈第25回〉

　
突
然
で
す
が
、
瞑
想
に
ふ
け
る
部
屋
に
一
枚
の
ハ
ガ
キ

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
現
代
は
文
化

が
行
政
の
キ
メ
手
で
し
ょ
う
ね
』。

　
昨
年
の
夏
に
、
東
京
大
学
の
教
授
で
あ
ら
れ
た
ド
イ
ツ

文
学
者
、
池
内
紀
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。　

　
さ
て
。
先
般
、
東
京
で「
ふ
る
さ
と
再
生・行
動
す
る
首

長
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
今
回
の
テ
ー
マ
は『
地
域
主

権
の
ふ
る
さ
と
イ
ズ
ム
の
構
築
に
向
け
て
』で
し
た
。
３

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
寄
せ
て
、
新
た

な
ふ
る
さ
と
の
創
造
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
回
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
地
域
遺
伝
子
と
い
う
言

葉
を
教
え
て
く
れ
た
早
稲
田
大
学
の
後
藤
春
彦
先
生
と
の

出
会
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
議
論
の
中
、
私
が
政
策

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る『
基
礎
自
治
体
の
自
立
』と
い
う
観

点
が
議
論
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
二
重
の
喜
び

を
感
じ
た
の
で
し
た
。

　
依
存
か
ら
自
立
と
い
う
こ
と
で
す
。「
お
ま
か
せ
し
て
、

文
句
を
言
う
」と
い
う
風
潮
を
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
再

生
は
な
い
と
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
講
演
者
の
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
景
観
や
空
間
の
魅
力
を
意
識
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
加
え
て
、
特
色
あ
る
地
域
性
を
大
切
に
思
う
心
が
ふ

る
さ
と
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

わ
が
意
を
得
た
り
、
の
感
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ

て
に
通
じ
る
の
が
冒
頭
の
池
内
先
生
の
言
葉
、「
文
化
が

キ
メ
手
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
竹
田
市
は
、
文
化・芸
術
の
蓄
積
で
は
他
の
追
随
を
許

さ
ぬ
ほ
ど
の
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
田
能
村
竹
田

先
生
や
瀧
廉
太
郎
先
生
は
言
う
に
及
ば
ず
、
こ
の
地
を
訪

れ
た
文
化
人
も
多
く
、
ま
た
彼
ら
の
活
躍
の
舞
台
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
２
年
６
月
３
日
は
、
小
説
家
の
田
山
花
袋
先
生
が

油
屋
熊
八
さ
ん
の
案
内
で
長
湯
温
泉
か
ら
城
下
町
に
遊
び
、

そ
れ
が
文
壇
の
う
わ
さ
と
な
っ
て
翌
年
に
は
北
原
白
秋
先

生
が
、
さ
ら
に
徳
富
蘇
峰
先
生
、
野
口
雨
情
さ
ん
、
椋
鳩

十
さ
ん
、
与
謝
野
鉄
幹・晶
子
夫
妻
ら
が
次
々
に
久
住
高

原
や
長
湯
や
竹
田
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
一
方
、
荻
町
に
は『
い
び
き
の
研
究
者
』と
し
て
著
名
な

池
松
武
之
亮
先
生
が
縁
を
結
び
、
彫
刻
家
の
辻
畑
隆
子
先

生
も
緑
ヶ
丘
中
学
校
に
学
ぶ
な
ど
、
全
国
区
の
人
脈
を
得

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
最
近
知
っ
て
驚
い
た
の
は
、
現
在
宮
城
分
館
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
旧
宮
城
小
学
校
校
舎
が
、
昭
和
33
年
に
瀧
廉

太
郎
を
主
人
公
と
し
た
映
画『
荒
城
の
月
』の
ロ
ケ
地
と
し

て
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
歴
史
や
文
化
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。
岡
城
や
城
下

町
、
高
原
や
温
泉
は
言
う
に
及
ば
ず
、
廃
校
や
廃
屋
が
か

け
が
え
の
な
い
貴
重
な
歴
史
を
有
し
て
い
る
と
し
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
言
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
並
み
を
歩
い
て
い
た

ら
、
何
の
変
哲
も
な
い
古
ぼ
け
た
ア
パ
ー
ト
の
煉
瓦
が
欠

け
落
ち
て
い
て
、
そ
こ
に
一
枚
の
銅
板
が
は
め
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
銅
板
に
は
、『
こ
こ
に
ゲ
ー
テ
住
み
き
』と
刻
ま
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
た
っ
た
一
枚
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

そ
の
町
が
と
て
も
魅
力
的
に
見
え
始
め
た
の
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
た
の
で
し
た
。

ふるさと再生のために力を合せて
　７月17、18日の両日、「ふるさと再生・行動する首長会議」政策研究フォーラ
ムに参加しました。この「会議」は昨年9月、高齢化・過疎化が進む地域社会の「ふ
るさと」再生をめざす運動に賛同した市町村が参加して設立。この「ふるさと」
再生とは、生まれ故郷の再生という意味に加え、日本の近代化の過程で失われ
てきた価値観、つまり「日本人の魂」そのもののことです。
　今回50の市町村長が参加し「地域主権時代のふるさとイズムの構築」をテーマ
に議論を深め、ふるさと再生の政策課題を共有するとともに、諸問題の解決に
向けて共に行動することを確認しました。

ド
イ
ツ
文
学
者
か
ら
贈
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

「ふるさと再生・行動する首長会議」政策研究フォーラム

『
現
代
は
文
化
が
行
政
の

　
　
　

キ
メ
手
で
し
ょ
う
ね
』

↑それぞれの市町村の政策課題を共有
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１

　
い
く
つ
も
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り

ぬ
け
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
軽
快

な
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
盆
地
の
町

の
駅
に
す
べ
り
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
駅
前
に
出
る
と
、
川
底
が
自
然
の

石
だ
た
み
を
造
っ
て
い
て
、
谷
川

の
せ
せ
ら
ぎ
が
ゆ
る
や
か
に
聞
こ
え

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
川
の
岩
は

だ
に
寄
り
合
う
よ
う
に
家
々
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。
た
い
て
い
の
旅
の
人

は
、
し
ば
ら
く
足
を
留
め
て
、
谷
川

の
音
に
耳
を
寄
せ
て
い
ま
す
が
、
ふ

と
、
目
に
留
ま
る
の
は
、
駅
の
広
場

に
建
て
ら
れ
た
黒
光
り
の
す
る
美
し

い
乙
女
の
裸
像
で
し
た
。
こ
の
町
の

人
や
近
在
の
人
々
は
、
さ
っ
さ
と
通

り
過
ぎ
て
い
き
ま
す
が
、
旅
の
人
は
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
美
し
い
姿
に
見
と

れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
正
の
中
頃
制
作
さ
れ
た
と
い
う

こ
の
像
は
、
そ
の
こ
ろ
の
世
相
か
ら
、

日
の
目
を
見
る
こ
と
も
な
く
、
久
し

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

制
作
者
Ａ
先
生
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
、
こ
の
盆
地
の
町
の
駅
前
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
町
に
は
、
土
べ
い
の
跡
が
あ
っ
ち

こ
っ
ち
に
見
ら
れ
、
町
は
ず
れ
の
絶

壁
の
上
に
は
、
高
い
石
垣
だ
け
を
残

し
た
荒
城
の
跡
が
、
そ
の
昔
の
偉
容

を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
は
、

城
下
町
に
ふ
さ
わ
し
く
、
静
か
な
た

た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

―
そ
の
こ
ろ
、
い
く
つ
も
の
ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
、
黒
煙
を

も
く
も
く
と
上
げ
な
が
ら
、
蒸
気
機

関
車
が
盆
地
の
駅
に
す
べ
り
こ
ん
で

い
ま
し
た
。

「
お
野
菜
は
ど
う
で
す
な
。
お
野
菜

は
い
か
が
で
す
か
」

　
土
べ
い
の
あ
る
通
り
を
、
近
在
の

農
家
の
主
婦
た
ち
が
呼
び
歩
い
て
い

ま
し
た
。
二
つ
の
竹
カ
ゴ
を
に
な
い

棒
で
か
つ
い
で
、
町
言
葉
で
呼
び
か

け
る
う
つ
向
き
か
げ
ん
の
若
妻
も
あ

れ
ば
、
も
う
、
長
年
の
経
験
ら
し
い

お
ば
さ
ん
連
中
の
ゆ
っ
た
り
し
た
声

も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
、
文
明
の
リ
ヤ
カ
ー
を

引
き
な
が
ら
、
農
家
の
主
婦
た
ち
に

ま
じ
っ
て
、
野
菜
の
行
商
を
し
て
い

る
の
が
、
弥や

作さ
く
さ
ん
で
し
た
。
農
家

の
主
婦
た
ち
は
、
た
い
て
い
自
分
で

作
っ
た
野
菜
を
売
り
歩
く
の
で
し
た

①

盆地の町の野菜売り

シ
リ
ー
ズ
・
ま
ち
づ
く
り
の
胎
動
が
聞
こ
え
始
め
た 

第
３
弾

子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
た
い
、
城
下
町
竹
田
を
舞
台
に
し
た
家
族
の
物
語―

文
・
衞
本 

成
美　

  

絵
・
早
川　

和

今
よ
み
が
え
る
、
城
下
町
竹
田
の
情
景

　
「
盆
地
の
町
の
野
菜
売
り
」（
作
・
衞
本
成
美
）
は
、
終
戦
前
後
の
城

下
町
竹
田
を
舞
台
に
し
た
創
作
童
話
で
す
。旧
竹
田
市
の「
広
報
た
け
た
」

昭
和
54
年
４
月
号
か
ら
昭
和
55
年
３
月
号
に
か
け
て
連
載
さ
れ
、
城
下

町
再
生
を
掲
げ
る
竹
田
市
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
風
景
や
、『
古
き
良

き
竹
田
の
ま
ち
』、『
家
族
の
絆
』等
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
す
。（
文

章
、
内
容
表
現
は
当
時
の
ま
ま
で
掲
載
を
し
ま
す
）

　

今
月
８
月
15
日
で
、
終
戦
66
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
夏
休
み
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

夏
休
み
特
別
企
画
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が
、
弥
作
さ
ん
は
、
近
所
の
農
家
か

ら
の
野
菜
を
買
い
集
め
、
お
ば
あ
さ

ん
の
卵
、
お
じ
い
さ
ん
の
山
い
も
ま

で
も
頼
ま
れ
て
売
り
歩
い
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
一
人
前
の
商
人
ら
し

く
、
腰
に
は
、
ど
こ
か
の
商
店
か
ら

も
ら
っ
た
ら
し
い
◯久 
と
染
め
ぬ
か
れ

た
前
垂
れ
が
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

「
エ
ー
、
お
野
菜
に
、
卵
に
、
山
い

も
は
い
か
が
で
す
か
」

　
弥
作
さ
ん
の
声
は
、
も
う
全
く
板

に
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
の
び
や
か
に

流
れ
て
い
ま
し
た
。
農
家
の
主
婦
た

ち
が
、
カ
ゴ
の
中
に
日
用
品
を
買
い

求
め
て
、
急
ぎ
足
に
帰
っ
て
い
く
と

き
、
弥
作
さ
ん
の
リ
ヤ
カ
ー
は
、
町

の
中
を
ゆ
っ
く
り
と
う
ね
っ
て
い
ま

し
た
。

「
弥
作
さ
ん
ヤ
、
男
所
帯
も
た
い
へ

ん
で
す
な
。
け
ん
ど
、
娘
さ
ん
が
手

助
け
に
な
る
じ
ゃ
ろ
う
な
あ
」

「
へ
え
、
も
し
。
や
っ
ぱ
女
の
子
で

す
か
ら
、
水
仕
事
に
な
り
ま
す
と
、

わ
し
よ
り
上
手
で
し
て
な
。
へ
い
」

「
母
親
を
早
う
に
亡
く
し
た
ん
で
、

そ
れ
だ
け
気
も
つ
き
ま
す
じ
ゃ
ろ
な

あ
」

「
へ
え
、
も
し
。
早
う
親
に
捨
て
ら

れ
た
も
ん
で
…
…
」

「
弥
作
さ
ん
、
ほ
ん
の
一
つ
じ
ゃ
が
、

こ
れ
を
娘
さ
ん
に
あ
げ
て
お
く
れ
」

　
だ
菓
子
屋
の
お
ば
さ
ん
は
、
新
聞

紙
の
袋
に
、
せ
ん
べ
い
の
五
、
六
枚

も
入
れ
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
弥
作
さ
ん
も
ま
た
、
お
ま
け
に

と
、
し
ゅ
ん
の
も
の
の
一
つ
二
つ
も
、

お
ば
さ
ん
の
手
に
お
し
つ
け
て
い
ま

し
た
。

　
弥
作
さ
ん
が
町
に
や
っ
て
く
る
道

は
、
だ
い
た
い
下
り
坂
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
山
あ
い
の
道
の
こ
と
で
、

い
く
つ
か
の
上
り
坂
も
あ
っ
て
、
そ

の
う
え
、
ひ
ど
い
、
で
こ
ぼ
こ
道
も

あ
り
ま
し
た
。
荷
物
を
積
ん
だ
、
一

里
半
ほ
ど
の
朝
の
道
の
り
は
、
弥
作

さ
ん
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
い
い
こ
と
に
、
二
女

の
勝
江
が
こ
の
春
か
ら
女
学
校
に

入
学
で
き
て
、
朝
の
荷
物
の
後
押
し

や
、
下
り
坂
の
引
き
止
め
役
を
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
で

も
、
「
野
菜
売
り
の
子
が
女
学
校
に

…
…
」
こ
れ
は
、
弥
作
さ
ん
自
身
の
、

周
囲
へ
の
気
が
ね
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
勝
江
、
後
ろ
に
付
い
て
く
れ
る
だ

け
で
い
い
ん
ぞ
」

「
で
も
、
お
と
う
さ
ん
は
帰
り
も
あ

る
し
、
疲
れ
る
で
」

　
弥
作
さ
ん
は
、
涼
し
そ
う
な
目
を

後
ろ
に
や
り
な
が
ら
、
セ
ー
ラ
ー
服

の
勝
江
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
２

　
小
さ
な
棚た

な

田だ

が
急
な
段
々
を
作
っ

て
、
幾
重
に
も
な
っ
た
田
の
あ
ぜ
が

山
の
上
へ
登
っ
て
い
ま
し
た
。
早
く

か
ら
水
を
た
め
て
、
田
植
え
を
待
っ

て
い
る
田
で
す
。
田
の
面
が
朝
日
に

光
っ
て
そ
の
上
を
ツ
バ
メ
が
飛
ん
で

い
ま
し
た
。

　
弥や

作さ
く
さ
ん
の
引
く
リ
ヤ
カ
ー
の
上

に
は
、
ま
っ
白
い
大
根
の
膚
と
、
み

ず
み
ず
し
い
色
の
カ
ン
ラ
ン
の
球
が

ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
で
し
た
。

　
リ
ヤ
カ
ー
の
後
押
し
を
し
た
り
、

下
り
坂
に
な
る
と
、
綱
を
引
い
て
、

引
き
と
め
役
を
し
た
り
す
る
勝
江
の

そ
ば
を
、
同
じ
女
学
校
の
友
だ
ち
が

追
い
越
し
て
い
き
ま
し
た
。
自
転
車

の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
、
「
お
は
よ
う
、

勝
江
さ
ん
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
弥

作
さ
ん
は
振
り
返
っ
て
、
勝
江
の
顔

を
う
か
が
う
よ
う
で
し
た
。
中
学
校

の
男
生
徒
が
や
っ
て
く
る
と
、
弥
作

さ
ん
は
「
お
は
よ
う
」
と
、
大
き
な

返
事
を
し
ま
す
が
、
勝
江
は
伏
し
目

が
ち
に
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
、
リ
ヤ

カ
ー
へ
手
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

「
ト
ン
ネ
ル
ま
で
で
い
い
ぞ
。
そ
こ

か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
売
り
に
か
か
る
か
ら

の
う
」

「
お
と
う
さ
ん
、
い
っ
そ
の
こ
と
町

ま
で
行
っ
た
ら
い
い
の
に
。
う
ち
が

付
い
て
あ
げ
ら
れ
る
の
に
」

「
い
い
や
。
通
り
過
ぎ
は
い
か
ん
。

ぶ
あ
い
そ
に
な
る
か
ら
の
う
」

　
勝
江
は
、
い
つ
も
と
同
じ
こ
の
言

葉
を
聞
く
と
、
安
心
し
た
よ
う
に
リ

ヤ
カ
ー
か
ら
離
れ
る
の
で
し
た
。
弥

作
さ
ん
の
す
が
す
が
し
い
目
が
、
し

ば
ら
く
、
後
を
追
い
ま
し
た
。

「
旗
本
屋
さ
ん
、
カ
ン
ラ
ン
の
新
し

い
の
が
あ
り
ま
す
で
」

「
ほ
う
。
カ
ン
ラ
ン
に
ワ
カ
メ
で
も

入
れ
て
、
酢
あ
え
で
も
作
り
ま
し
ょ

う
か
。
こ
う
も
蒸む

し
ま
す
と
、
ご
は

ん
が
の
ど
を
通
り
ま
せ
ん
か
ら
な

あ
」

「
お
ば
あ
さ
ん
、
う
ん
と
肥
料
を
き

か
せ
て
あ
り
ま
す
ん
で
、
柔
か
い
カ

ン
ラ
ン
に
な
っ
と
り
ま
す
で
」

　
お
得
意
先
の
旗
本
屋
の
お
ば
あ
さ

ん
に
、
あ
い
き
ょ
う
の
一
つ
も
忘
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
勉
強
堂
の
奥
さ
ん
、
時
無
し
大
根

の
い
い
の
が
出
ま
し
た
が
な
。
す

り
大
根
に
し
て
も
辛
く
あ
り
ま
せ
ん

で
」

　
勉
強
堂
の
お
じ
い
さ
ん
が
胃
酸
過

多
症
で
、
大
根
の
季
節
を
待
ち
か
ね

る
よ
う
に
さ
い
そ
く
し
て
い
ま
し
た
。

「
秋
大
根
に
比
べ
る
と
風
味
が
あ
り

ま
せ
ん
け
ど
な
。
そ
れ
で
も
、
胸
や

け
に
す
り
大
根
は
て
き
め
ん
で
す
か

ら
な
あ
」

「
そ
う
で
す
が
な
。
胃
が
悪
い
と
い

う
の
に
、
今
朝
も
早
う
か
ら
高た

か

菜な

漬

け
に
お
茶
を
ガ
ブ
リ
、
ガ
ブ
リ
や
り

よ
り
ま
し
て
な
、
胃
散
を
二
さ
じ
も

パ
ク
リ
と
や
る
ん
で
す
か
ら
」

「
わ
し
の
高
菜
に
や
ら
れ
た
ん
で
す

か
な
。
こ
り
ゃ
ど
う
も
…
…
。
そ

し
た
ら
、
大
き
い
大
根
で
お
ま
け
を

し
と
き
ま
す
で
。
す
り
大
根
な
ら
す

ぐ
な
お
り
ま
す
け
ん
。
ハ
ッ
ハ
ッ

…
…
」

　

勉
強
堂
の
奥
さ
ん
も
つ
ら
れ
て

笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
女
学
校
の
鐘
が
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。

弥
作
さ
ん
は
商
売
の
手
を
休
め
て
、

そ
の
澄
ん
だ
音
色
を
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

「
勝
江
の
学
校
の
鐘
で
し
て
な
。
ど

こ
に
い
て
も
、
あ
の
鐘
は
耳
に
入
り

ま
し
て
な
あ
」

「
感
心
な
娘
さ
ん
で
す
な
あ
。
女
学

生
じ
ゃ
に
、
リ
ヤ
カ
ー
な
ん
ぞ
押
し

て
…
…
。
お
か
し
が
り
も
せ
ず
に
な

②
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あ
」

「
そ
り
ゃ
、
中
学
生
の
男
っ
子
の
前

じ
ゃ
、
気
が
ひ
け
て
、
お
か
し
そ
う

に
も
し
て
い
ま
す
け
ん
ど
な
あ
」

「
女
の
子
で
す
じ
ゃ
ろ
。
あ
た
り
ま

え
で
す
が
な
。
だ
ん
だ
ん
お
と
な
に

な
っ
て
い
る
証
拠
で
す
が
な
、
弥
作

さ
ん
」

　
勝
江
の
話
を
し
だ
す
と
、
弥
作
さ

ん
の
顔
は
、
ま
る
で
え
び
す
様
の
よ

う
に
ほ
こ
ろ
ん
で
く
る
の
で
し
た
。

「
わ
し
の
か・

か・

あ・

も
あ
の
世
に
眠
っ

て
し
も
う
て
。
母
親
が
な
い
こ
と

じ
ゃ
か
ら
、
女
の
た
し
な
み
の
一
つ

で
も
つ
け
て
お
か
に
ゃ
と
思
い
ま
し

て
な
。
こ
ん
な
商
売
に
女
学
校
な
ん

と
は
ぜ
い
た
く
じ
ゃ
で
、
笑
い
も
の

に
も
な
り
ま
す
け
ど
な
あ
」

「
弥
作
さ
ん
、
亡
く
な
っ
た
奥
さ
ん

が
、
あ
の
世
で
ち
ゃ
ん
と
み
て
く
れ

て
お
り
ま
す
で
。
嫁
に
行
っ
て
る
上

の
娘
さ
ん
の
こ
と
や
ら
、
そ
の
孫
の

こ
と
や
ら
、
満
州
に
行
っ
て
い
る
長

男
の
こ
と
や
ら
、
勝
江
さ
ん
の
こ
と

や
ら
…
…
」

「
わ
し
の
こ
と
も
思
う
ち
ょ
り
ま

し
ょ
う
が
な
。
ハ
ッ
ハ
ッ
…
…
」

「
そ
り
ゃ
、
第
一
番
で
す
が
な
、
弥

作
さ
ん
。
ハ
ッ
ハ
ッ
…
…
」

　
土
べ
い
の
続
く
路
地
に
、
町
の
奥

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
笑
い
声

が
あ
り
ま
し
た
。
弥
作
さ
ん
の
リ
ヤ

カ
ー
を
囲
ん
で
、
そ
れ
は
背
の
伸
び

き
っ
た
笑
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
３

　
お
城
跡あ

と
は
石
垣
も
か
く
れ
る
ほ
ど

に
、
葉
桜
や
木
々
の
緑
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
松
ぜ
み
が
ジ
ィ
ー
ジ
ィ
と
鳴
い
て
、

け
だ
る
そ
う
に
、
荷
馬
車
が
バ
ラ
ス

道
の
小
石
を
く
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
弥や

作さ
く

さ
ん
の
荷
物
は
、
今
日
は
早

じ
ま
い
で
し
た
。
か
ら
っ
ぽ
の
リ
ヤ

カ
ー
を
引
い
て
、
帰
り
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
り
ぬ
け
ま
し
た
。
（
い
つ
も

の
半
分
も
行
か
ん
う
ち
に
荷
が
し
も

う
て
、
あ
い
す
ま
ん
こ
と
に
な
っ
た
。

せ
め
て
声
だ
け
で
も
か
け
て
お
か
ん

と
…
…
）

　
そ
う
思
い
な
が
ら
、
頭
を
下
げ
下

げ
、
路
地
の
一
軒
一
軒
に
、
お
こ
と

わ
り
の
こ
と
ば
を
か
け
た
こ
と
で
し

た
。

　
早
じ
ま
い
の
こ
と
で
、
い
つ
も
の

行こ
う

李り

べ
ん
と
う
も
、
ま
だ
開
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
る
と
、
茶
屋
跡

の
杉
木
立
の
岩
に
清し

水み
ず

が
わ
い
て

い
ま
す
。
弥
作
さ
ん
は
、
コ
ン
ニ
ャ

ク
屋
の
若
奥
さ
ん
が
包
ん
で
く
れ
た

ト
ー
フ
を
わ
き
水
に
ひ
た
し
ま
し
た
。

「
お
昼
に
食
べ
て
な
」
と
、
こ
っ
そ

り
と
包
ん
で
く
れ
た
ト
ー
フ
で
し
た
。 　

　
　
＊

「
わ
た
し
一
番
よ
」

「
う
ち
、
二
番
よ
」

「
ワ
ァ
ッ―

の
ど
が
カ
ラ
カ
ラ

よ
」

　
自
転
車
の
ベ
ル
の
音
と
い
っ
し
ょ

に
、
女
学
生
ら
し
い
は
し
ゃ
い
だ
声

が
し
て
き
ま
し
た
。

「
ア
ラ
ッ
、
野
菜
屋
の
お
じ
ち
ゃ
ん

よ
。
勝
江
ち
ゃ
ん
の
お
と
う
さ
ん

よ
」

「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」

　
息
を
は
ず
ま
せ
た
三
人
の
女
生
徒

た
ち
に
、
や
わ
ら
か
い
光
が
さ
し
て
、

白
い
セ
ー
ラ
ー
服
が
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど

で
し
た
。

「
水
飲
み
の
一
番
は
だ
れ
じ
ゃ
な
。

早
う
飲
み
な
。
の
ど
が
か
わ
い
た

じ
ゃ
ろ
」

「
フ
、
フ
ッ
、
フ
ッ
…
…
」

　
恥は

ず
か
し
そ
う
に
、
そ
れ
で
も
、

わ
き
水
を
両
手
に
す
く
っ
て
、
の
ど

を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。
弥
作
さ
ん

は
、
涼
し
そ
う
な
目
で
、
三
人
の
う

し
ろ
姿
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
ど
う
し
て
、
早
う
ひ
け
た

ん
か
の
う
。
勝
江
も
あ
と
を
も
ど
っ

て
お
る
ん
か
の
う
」

「
う
～
ん
。
お
じ
ち
ゃ
ん
、
今
日
か

ら
試
験
で
な
、
勝
江
ち
ゃ
ん
た
ち

の
一
年
生
は
、
も
う
一
時
間
あ
る
ん

だ
っ
て
」

「
ほ
う
。―

な
る
ほ
ど
な
あ
。
ゆ

う
べ
遅
う
ま
で
勉
強
し
お
っ
た
の
は
、

試
験
じ
ゃ
っ
た
か
ら
か
の
う
。
フ
ー

ン
…
…
」

「
勝
江
ち
ゃ
ん
は
な
、
お
じ
ち
ゃ
ん

―

こ
の
前
の
朝
会
で
、
校
長
先

生
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
ん
で
。
町
の
人

か
ら
、
毎
朝
、
リ
ヤ
カ
ー
押
し
の
加

勢
を
す
る
親
孝
行
の
生
徒
だ
と
聞
い

た
っ
て
…
…
」

「
校
長
先
生
か
ら
の
う
」

「
う
ん
」

「
友
だ
ち
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
や

の
う
。
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
や
の
う
。

あ
い
つ
に
ゃ
、
か
あ
ち
ゃ
ん
が
お
ら

ん
で
の
う
」

　
弥
作
さ
ん
は
、
首
の
タ
オ
ル
を
と

る
と
、
そ
っ
と
鼻
を
す
す
り
ま
し
た
。

「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
じ
ゃ
、
お
先
に
」

　
三
人
は
気
を
き
か
し
た
よ
う
で
し

た
。

「
勝
江
も
や
が
て
も
ど
っ
て
く
る
こ

と
じ
ゃ
ろ
う
。
ど
れ
、
べ
ん
と
う
を

食
べ
て
、
し
ば
ら
く
昼
寝
で
も
し
て

お
ろ
う
か
」

　

そ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
リ
ヤ

カ
ー
の
ゴ
ザ
を
杉
山
の
日
か
げ
に
移

し
ま
し
た
。

（
自
転
車
に
も
乗
ら
ず
に
の
う
。
毎

朝
、
毎
朝
、
リ
ヤ
カ
ー
を
押
し
て
く

れ
る
ん
じ
ゃ
か
ら
の
う
。
と
び
き
り

上
等
の
ズ
ッ
ク
ぐ
つ
な
ん
と
買
う
て

や
ら
に
ゃ
の
う―

）

　
弥
作
さ
ん
は
、
今
日
の
も
う
け
の

分
と
思
っ
て
、
白
ズ
ッ
ク
を
買
っ
て

い
ま
し
た
。
フ
ン
、
フ
ン
と
、
鼻
を

鳴
ら
し
な
が
ら
、
白
い
紙
箱
の
上
か

ら
に
お
い
を
か
い
で
い
ま
し
た
。
弥

作
さ
ん
の
顔
は
、
い
か
に
も
満
足
そ

う
で
し
た
。

（
早
う
見
せ
て
喜
ば
し
て
や
ら
に
ゃ
。

リ
ヤ
カ
ー
を
道
に
お
い
て
あ
る
ん
で
、

あ
い
つ
も
気
が
つ
く
じ
ゃ
ろ
）

　
べ
ん
と
う
の
行こ

う

李り

を
ふ
ろ
し
き
に

ひ
っ
く
く
る
と
、
ズ
ッ
ク
の
箱
を
枕

ま
く
ら

に
し
て
、
ゴ
ロ
リ
と
横
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
フ
ン
、
フ
ン
と
鼻
を
鳴
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
眠
り
に

誘
わ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
杉
山
の
は
ず
れ
を
、
奥
山
か
ら
の

③
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谷
川
が
静
か
な
音
を
立
て
て
い
ま
し

た
。
カ
ジ
カ
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
て

い
ま
し
た
。
ヒ
ョ
ロ
ロ―

、
ヒ
ョ

ロ
ロ―
と
鳴
い
て
、
せ
せ
ら
ぎ
の

音
に
と
け
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
杉
木
立
の
中
は
静
か
で
し
た
。
弥

作
さ
ん
の
真
上
で
、
松
ぜ
み
が
と
き

を
つ
く
っ
た
よ
う
に
鳴
い
て
い
ま
し

た
。

　
　
　
４

　

勝
江
は
空か

ら

っ
ぽ
に
な
っ
た
リ
ヤ

カ
ー
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
リ
ヤ

カ
ー
の
う
し
ろ
に
は
、
勝
江
の
ズ
ッ

ク
ぐ
つ
の
箱
を
大
事
そ
う
に
持
っ
た

弥や

作さ
く

さ
ん
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

「
お
と
う
さ
ん
、
あ
ん
な
所
に
一
人

で
寝
る
と
、
山
犬
が
来
た
り
、
ま
へ

び
が
出
て
き
た
り
し
て
あ
ぶ
な
い
ん

で
。
そ
れ
か
ら
、
寝
過
ご
し
で
も
し

た
ら
、
暗
く
な
っ
て
人
さ
わ
が
せ
に

な
る
が
な
」

「
今
日
は
特
別
じ
ゃ
。
二
年
の
姉

ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
一
年
は
四
時
間
の

試
験
じ
ゃ
と
言
う
て
た
か
ら
、
お
ま

え
の
も
ど
る
の
を
心
待
ち
し
て
た
ん

じ
ゃ
。
ズ
ッ
ク
ぐ
つ
を
買こ

う
た
ん
で

な
。
お
ま
え
に
早
う
見
せ
と
う
で

な
」

　
弥
作
さ
ん
は
勝
江
の
セ
ー
ラ
ー
服

の
う
し
ろ
姿
を
な
が
め
な
が
ら
、
亡な

く
な
っ
た
、
勝
江
の
母
の
こ
と
や
、

隣
の
村
の
百
姓
に
嫁よ

め
に
や
っ
て
い
る

長
女
の
こ
と
な
ど
を
、
思
い
比
べ
も

し
て
い
ま
し
た
。

「
お
と
う
さ
ん
」

　
勝
江
の
声
に
驚
い
て
、
ふ
と
足
を

止
め
た
弥
作
さ
ん
の
顔
に
、
白
い

セ
ー
ラ
ー
服
が
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
に
映う

つ

り
ま
し
た
。

「
お
と
う
さ
ん
、
ズ
ッ
ク
ぐ
つ
は
ま

だ
は
か
れ
る
ん
で
。
そ
ん
な
高
い
の

を
買
わ
ん
で
も
い
い
に
。
も
っ
た
い

な
い
で
」　

「
な
ん
の
、
な
ん
の
。
自
転
車
も
買

う
て
や
ら
ん
か
わ
り
じ
ゃ
。
そ
れ
と

な
あ
勝
江―
お
ま
え
、
校
長
先
生

か
ら
ほ
め
ら
れ
た
と
い
う
じ
ゃ
な
い

か
。
毎
朝
リ
ヤ
カ
ー
を
お
し
て
く
る

ち
ゅ
う
て
」

「
う
ん
。
だ
れ
が
言
う
た
、
そ
ん
な

こ
と
を
」

「
さ
い
ぜ
ん
通
っ
た
二
年
の
姉
ち
ゃ

ん
た
ち
か
ら
聞
い
た
ん
じ
ゃ
」

「
全
校
生
徒
の
前
で
な
。
ち
ょ
っ
と

恥
ず
か
し
か
っ
た
。
で
も
な
、
お
と

う
さ
ん
、
う
ち
、
や
っ
ぱ
り
仕
事
が

行
商
じ
ゃ
も
ん
な
。
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
だ
と
思
う
た
ら
、
平
気
じ
ゃ
っ

た
」

「―

」

「
そ
う
思
う
た
ら
な
、
お
と
う
さ
ん

の
リ
ヤ
カ
ー
お
し
が
楽
し
く
な
っ
て

き
た
。
あ
し
た
も
な
、
あ
さ
っ
て
も

な
」

「―

」

「
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
ん
か
な
い
も

ん
。
リ
ヤ
カ
ー
に
つ
い
て
い
る
と
き

は
、
お
と
う
さ
ん
と
う
ち
だ
け
の
二

人
の
世
界
じ
ゃ
も
ん
」

「
う
ん
、
う
ん
。
そ
う
じ
ゃ
の
う
」

　
道
が
下
り
坂
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か
、
勝
江
の
隣
に
弥
作

さ
ん
の
肩
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

「
家
に
い
て
二
人
き
り
じ
ゃ
け
ど
、

お
と
う
さ
ん
に
は
お
と
う
さ
ん
の
仕

事
が
あ
る
し
、
う
ち
に
は
う
ち
で
、

学
校
の
勉
強
や
炊
事
の
こ
と
が
あ
る

し
、
ち
ぐ
は
ぐ
じ
ゃ
け
ど
な
」

「
そ
り
ゃ
、
そ
う
じ
ゃ
が
…
…
」

「
お
と
う
さ
ん
と
二
人
で
な
、
こ
う

し
て
車
を
引
い
て
い
る
と
き
に
は
、

何
も
考
え
ん
で
い
い
し
、
同
じ
話
が

で
き
る
も
ん
な
」

「―

」

　
リ
ヤ
カ
ー
が
、
と
き
ど
き
大
き
な

石
こ
ろ
に
の
り
あ
げ
て
、
そ
の
た
び

に
カ
タ
ン
、
カ
タ
ン
と
音
を
立
て
て

飛
び
あ
が
り
ま
し
た
。

「
勝
江
、
大
久
保
店
で
ア
ン
パ
ン
を

買
う
て
や
ろ
う
。
い
っ
し
ょ
に
食
べ

よ
う
や
」

「
な
ん
で
ま
た
、
そ
ん
な
…
…
。
う

ち
、
腹
は
減
っ
て
な
い
ん
で
」

「
甘
い
も
の
を
食
べ
る
と
、
頭
が
よ

う
な
る
ち
ゅ
う
に
。
あ
し
た
は
ま
た

試
験
じ
ゃ
ろ
。
い
い
ん
じ
ゃ
、
食
べ

さ
せ
た
い
ん
じ
ゃ
」

　
店
の
前
に
は
馬
車
が
二
台
止
ま
っ

て
、
馬
が
桶お
け
の
え
さ
を
ま
ぜ
か
え
し

て
い
ま
し
た
。
店
先
に
止
ま
る
の
が

恥
ず
か
し
く
て
、
勝
江
は
知
ら
ん
ふ

り
で
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
と
、

「
弥
作
さ
ん
、
今
日
は
早は

え
の
う
。

娘
ん
子
も
い
っ
し
ょ
か
の
。
ヘ
ッ
へ

…
…
」

　
コ
ッ
プ
酒
を
か
か
え
た
馬
車
引
き

の
お
っ
さ
ん
の
声
で
し
た
。

「
お
う
、
早
じ
ま
い
じ
ゃ
。
お
ば
あ
、

ア
ン
パ
ン
を
十
ば
か
り
包
ん
で
く
れ

ん
か
な
あ
」

「
あ
い
、
あ
い
。
試
験
が
よ
う
で
く

る
よ
う
に
、
ア
ン
パ
ン
を
食
べ
さ
せ

に
ゃ
。
な
あ
、
弥
作
さ
ん
や
、
孝
行

娘
じ
ゃ
き
に
」

「
弥
作
さ
ん
よ
う
、
町
で
も
評
判
の

女
学
生
じ
ゃ
と
言
い
よ
っ
た
ど
」

「
ふ
ん
じ
ゃ
、
ふ
ん
じ
ゃ
。
ヘ
ッ
ヘ

…
…
」

　
馬
車
引
き
の
お
っ
さ
ん
の
浪な

に

花わ

節ぶ
し

声
が
道
路
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
勝
江
は
恥
ず
か
し
く
な
っ

て
、
逃
げ
る
よ
う
に
し
て
先
へ
急
ぎ

ま
し
た
。

　
阿
蘇
の
煙
が
雲
に
な
っ
て
、
久
住

の
山
の
方
へ
と
流
れ
て
い
ま
し
た
。

「
あ
し
た
は
雨
に
な
る
か
も
し
れ
ん

の
う
」
と
、
弥
作
さ
ん
は
ひ
と
り
ご

と
を
言
い
ま
し
た
。
お
城し

ろ

跡あ
と

の
方
へ

向
け
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
い
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
５

　
県
道
か
ら
そ
れ
て
、
リ
ヤ
カ
ー
一

台
し
か
通
れ
な
い
道
に
は
い
る
と
、

弥や

作さ
く
さ
ん
は
「
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
」
と
、

田
の
あ
ぜ
に
腰
を
お
ろ
し
ま
し
た
。

「
勝
江
、
な
に
し
よ
る
ん
か
。
用
心

せ
ん
と
、
ま
へ
び
が
出
る
ぞ
」

　
白
い
セ
ー
ラ
ー
服
が
杉
山
の
中
を

ち
ら
ち
ら
し
て
い
ま
し
た
。

「
早
う
来
ん
か
。
一い

っ

服ぷ
く

し
よ
る
ん

じ
ゃ
。
ア
ン
パ
ン
も
買こ

う
う
て
お
る
ん

ぞ
」

④
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「
お
と
う
さ
ん
、
あ
の
な
、
箱
根
ゆ

り
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
る
ん
で

え
」

　
弥
作
さ
ん
は
、
ア
ン
パ
ン
の
包
み

を
破
っ
て
、
リ
ヤ
カ
ー
の
上
に
置
き

ま
し
た
。

　
勝
江
の
手
に
、
大
き
な
筒つ

つ
の
ゆ
り

の
花
が
抱だ

か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
う
か
。
も
う
、
ゆ
り
の
花
が
咲

い
て
い
る
ん
じ
ゃ
の
う
。
気
が
つ
か

な
い
で
の
う
」

「
今
日
は
か
あ
さ
ん
の
命め

い

日に
ち

じ
ゃ
ろ
。

帰
り
に
お
墓
に
さ
し
て
あ
げ
よ
う
と

思
う
て
」

「
そ
う
じ
ゃ
の
う
。
い
い
こ
と
に
ア

ン
パ
ン
も
買
う
て
あ
る
」

　
勝
江
は
、
ゆ
り
の
花
を
顔
に
あ
て

る
と
、
フ
ン
、
フ
ン
と
、
に
お
い
を

か
い
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
の
し

ぐ
さ
が
、
ま
た
弥
作
さ
ん
の
目
を
う

る
ま
せ
た
よ
う
で
し
た
。

「
勝
江
、
今
日
は
阿
蘇
が
荒
れ
て
い

る
よ
う
じ
ゃ
の
う
。
煙
が
流
れ
て
い

る
の
う
」

　
勝
江
も
つ
ら
れ
て
、
二
人
は
、
し

ば
ら
く
遠
く
の
阿
蘇
に
目
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。

　
「―

姉ね
え

ち
ゃ
ん
も
女
学
校
に
行
か

な
か
っ
た
し
、
兄あ

ん
ち
ゃ
ん
も
中
学
校

に
行
か
ん
で
、
満ま

ん

州し
ゅ
うの

鉄
道
に
行
っ

て
し
も
う
た
し
、
う
ち
だ
け
が
女
学

校
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
も
っ
た
い

の
う
て―

」

「
あ
の
こ
ろ
は
、
か
あ
さ
ん
の
病
気

の
こ
と
も
あ
っ
た
し
の
う
」

「
お
と
う
さ
ん
、
う
ち
、
と
き
ど
き
、

学
校
を
や
め
よ
う
か
と
思
う
て
み
た

り
す
る
…
…
」

「
勝
江
、
勝
江―

お
と
う
さ
ん
の

楽
し
み
は
な
あ
、
人
な
み
に
お
ま
え

を
女
学
校
に
や
れ
る
こ
と
だ
け
じ
ゃ

が
…
…
」

「
で
も
な
あ―

」

「
か
あ
さ
ん
も
い
な
い
貧
乏
行
商
人

に
ゃ
、
女
学
校
な
ん
か
ぜ
い
た
く
か

も
し
れ
ん
が
、
今
の
お
と
う
さ
ん
の

生
き
が
い
じ
ゃ
」

「
兄
ち
ゃ
ん
も
少
な
い
月
給
か
ら
月げ

っ

謝し
ゃ
を
送
っ
て
く
れ
て
い
る
し
、
も
っ

た
い
な
く
て
、
う
ち
、
早
く
お
金
と

り
に
な
り
た
い―

」

「
そ
う
か
。
あ
と
三
年
し
て
、
う
ん

と
お
金
を
と
っ
て
、
酒
の
一
本
で
も

買
う
て
く
れ
る
か
。
そ
り
ゃ
、
そ
う

と
、
勝
江
は
女
学
校
を
卒
業
す
る
と
、

何
に
な
る
ん
か
の
う
」

「
こ
の
前
な
、
兄
ち
ゃ
ん
か
ら
の
手

紙
に
、
満
州
の
鉄
道
病
院
の
看
護
婦

に
来
な
い
か
と
書
い
て
あ
っ
た
。
試

験
が
あ
っ
て
む
ず
か
し
い
ぞ
。
と
書

い
て
あ
っ
た
に―

」

「
兄
ち
ゃ
ん
の
い
る
満
州
に
行
く
か
。

船
に
乗
っ
て
、
朝
鮮
海
峡
を
渡
っ
て

な
、
釜ふ

山ざ
ん

に
着
く
と
、
特
急
列
車
で

す
ぐ
じ
ゃ
か
ら
な
」

「
う
ん
」

「
若
い
う
ち
か
ら
、
大
陸
に
夢
を
求

め
て
、
大
き
な
希
望
を
持
つ
こ
と
も

い
い
こ
と
じ
ゃ
。
見
よ
、
阿
蘇
か
ら

久
住
に
か
け
て
大
き
い
ぞ
。
満
州
は
、

山
が
な
く
て
、
も
っ
と
、
も
っ
と
広

い
と
い
う
か
ら
の
う
」

「
で
も
、
お
と
う
さ
ん
ひ
と
り
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
さ
び
し
く
な
る

じ
ゃ
ろ
」

「
さ
び
し
ゅ
う
な
い
ぞ―

さ
び

し
ゅ
う
な
い
ぞ
。
そ
れ
み
よ
、
お
ま

え
の
ほ
う
か
ら
先
に
心
配
し
だ
し
た

じ
ゃ
な
い
か
」

「
や
っ
ぱ
り
、
お
と
う
さ
ん
、
う
ち
、

女
じ
ゃ
も
ん
」

　
勝
江
が
ク
ス
、
ク
ス
ッ
と
笑
い
だ

す
と
、
弥
作
さ
ん
も
満
足
そ
う
に
、

今
度
は
、
と
て
も
涼
し
そ
う
な
目
で
、

勝
江
の
ほ
う
を
見
や
り
ま
し
た
。

「
ど
れ
ど
れ
、
今
日
は
ゆ
っ
く
り
し

て
し
も
う
た
。
け
ん
ど
、
勝
江
と
久

し
ぶ
り
に
話
し
こ
ん
で
、
よ
か
っ
た
。

よ
か
っ
た
」

「
二
人
き
り
の
と
き
が
い
ち
ば
ん
楽

し
い
」

「
そ
う
じ
ゃ
、
そ
う
じ
ゃ
」

　
勝
江
が
、
ゆ
り
の
花
を
持
つ
と
、

弥
作
さ
ん
が
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
ま
し

た
。
ゆ
り
の
花
の
大
き
な
筒つ

つ
が
ゆ
れ

る
た
び
に
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
に
お

い
が
、
軽
い
息
づ
か
い
を
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
流
れ
て
く
る
の
で
し
た
。

「
か
あ
さ
ん
の
生
き
て
い
た
こ
ろ
も
、

う
ち
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
も
、
ゆ
り
が

咲
い
て
い
た
ん
じ
ゃ
ろ
。
な
あ
、
お

と
う
さ
ん
」

「
お
殿と

の

様さ
ま
の
昔
か
ら
あ
っ
た
ん
じ
ゃ

か
ら
。
箱
根
ゆ
り
と
い
う
て
な
あ
」

「
そ
ん
な
こ
と
と
ち
が
う
ん
よ
。

―

か
あ
さ
ん
の
に
お
い
が
し
て
く

る
ん
よ
」

「―

」

　
　
　
６

「
弥や

作さ
く
さ
ん
ヤ
。
名
月
様
に
お
供
え

の
イ
モ
と
枝
豆
を
忘
れ
ん
で
お
く
れ

な
あ
」

　
旗
本
屋
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
毎
年

の
こ
と
な
が
ら
、
名
月
が
近
づ
く
こ

ろ
に
な
る
と
、
弥
作
さ
ん
に
念
お
し

を
し
て
い
ま
し
た
。

「
タ
ク
ワ
ン
漬づ

け
の
大
根
を
四
斗と

ダ

ル
三
ち
ょ
う
分
頼
ん
で
お
き
ま
す
で
、

弥
作
さ
ん
」

「
ヘ
イ
、
ヘ
イ
」

「
紺こ

う

屋や

の
明あ

さ
っ
て

後
日
こ
と
ば
に
な
り

ま
せ
ん
よ
う
に
な
あ
、
弥
作
さ
ん
。

ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
…
…
」

　
紺
屋
の
お
か
み
さ
ん
と
弥
作
さ
ん

の
笑
い
声
が
、
路ろ

地じ

い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
ま
し
た
。

　
弥
作
さ
ん
は
、
エ
ン
ピ
ツ
を
ね
ぶ

り
、
ね
ぶ
り―

ハ
タ
モ
ト
ヤ
（
名

月
）　
コ
ウ
ヤ
（
タ
ク
ワ
ン
三
）
と
、

手
帳
に
書
き
ま
し
た
。

「
勉
強
堂
の
奥
さ
ん
、
間
引
き
菜な

が

あ
り
ま
す
で
。
カ
ボ
ス
も
あ
り
ま
す

で
。
お
じ
い
さ
ん
の
胃い

酸さ
ん

過か

多た
し
ょ
う症
に

は
酢す

あ
え
が
い
い
で
す
か
ら
な
あ
」

「
エ
ー
エ
ー
。
け
さ
か
ら
胃
が
燃
え

る
と
言
い
よ
り
ま
し
て
な
あ
」

　
勉
強
堂
の
お
じ
い
さ
ん
の
胃
酸
過

多
症
に
、
弥
作
さ
ん
は
、
す
り
大
根

の
ジ
ァ
ス
タ
ー
ゼ
や
、
酢
あ
え
の
こ

と
ま
で
話
し
ま
し
た
。

　
大
根
や
白
菜
が
、
弥
作
さ
ん
の
リ

ヤ
カ
ー
に
い
っ
ぱ
い
積
ま
れ
て
、
そ

の
後
ろ
を
セ
ー
ラ
ー
服
の
勝
江
が
、

綱
を
引
き
な
が
ら
下
っ
て
い
ま
し
た
。

⑤

盆地の町の野菜売り
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弥
作
さ
ん
の
は
く
息
も
、
勝
江
の

は
く
息
も
白
く
な
る
こ
ろ
、
盆
地
の

町
に
冬
の
し
た
く
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　　
久
住
お
ろ
し
と
町
の
人
は
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
里
の
方
で
は
、
い
も
の

つ
る
も
、
ク
ヌ
ギ
の
葉
も
、
い
っ
ぺ

ん
に
カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
て
、
し
ば
ら

く
は
、
こ
の
冷
た
い
久
住
お
ろ
し
か

ら
よ
け
る
よ
う
に
、
山
仕
事
に
出
か

け
、
炭
を
焼
い
た
り
、
一
年
間
の
た

き
木
を
準
備
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
二
、
三
日
ひ
ど
く
吹
き
荒
れ

て
い
た
お
天
気
も
、
ど
う
や
ら
静

ま
っ
て
、
久
住
の
山
が
う
っ
す
ら
と

白
い
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

「
勝
江
、
今
日
は
温ぬ

く
う
な
る
か
も
し

れ
ん
の
う
。
け
さ
は
荷
が
多
い
ん
で
、

一
汗あ

せ
か
い
た
わ
い
」

「
う
ち
も
汗
が
出
た
。
で
も
、
こ
ん

な
寒
い
朝
に
汗
を
か
く
の
も
気
持
ち

が
い
い
」

「
で
も
な
、
勝
江
。
汗
を
ふ
き
と
ら

ん
と
、
あ
と
で
ゾ
ー
ッ
と
寒さ

む

気け

が
来

る
ん
ぞ
。
ど
れ
、
こ
っ
ち
に
背
中
を

出
せ
」

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。

お
と
う
さ
ん
」

「
お
か
し
ゅ
う
は
ね
え
。
こ
っ
ち
に

背
中
を
向
け
ゃ
。
そ
れ
み
よ
、
汗

び
っ
し
ょ
り
じ
ゃ
。
か
ぜ
を
ひ
い
た

ら
、
肺
炎
を
お
こ
す
ん
じ
ゃ
」

　

弥
作
さ
ん
は
、
灰
色
に
な
っ
て

い
る
手
ぬ
ぐ
い
を
腰
か
ら
と
る
と
、

セ
ー
ラ
ー
服
を
下
か
ら
、
そ
っ
と
入

れ
て
や
り
ま
し
た
。

「
お
と
う
さ
ん
、
も
う
い
い
。
あ
ん

ま
り
こ
す
る
と
痛
い
が
な
あ
」

「
待
て
、
待
て
。
う
ん
と
こ
す
っ
て

お
か
ん
と
、
ゾ
ー
ッ
と
寒
気
が
す
る

ん
じ
ゃ
」

　
弥
作
さ
ん
に
は
、
勝
江
の
肌は

だ
の
温ぬ

く

も
り
が
、
遠
い
日
の
よ
う
に
、
な
つ

か
し
く
よ
み
が
え
っ
て
き
て
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
女
学
校
三
年
生
と
も
な
る
と
、

す
っ
か
り
大お

と

人な

び
た
か
ら
だ
つ
き
に

な
っ
て
…
…
。
死
ん
だ
母
に
そ
っ
く

り
な
か
ら
だ
つ
き
に
な
っ
て
…
…
）

「
お
と
う
さ
ん
、
い
つ
ま
で
こ
す
っ

て
い
る
ん
な
」

「
う
、
う
ん
…
…
」

「
お
と
う
さ
ん
、
今
度
は
、
う
ち
が

こ
す
っ
て
あ
げ
る
。
お
と
う
さ
ん
は

前
垂だ

れ
を
結
ん
で
い
る
ん
で
、
首
か

ら
手
を
入
れ
ん
と
な
」

「
あ
あ
そ
う
か
」

　
弥
作
さ
ん
が
、
首
を
ニ
ュ
ー
ッ
と

の
ば
す
と
、
勝
江
は
思
わ
ず
ク
ス
ッ

と
笑
い
ま
し
た
。

「
お
と
う
さ
ん―

町
の
中
が
、
な

ん
だ
か
そ
う
ぞ
う
し
い
な
あ
。
軍ぐ

ん

艦か
ん

マ
ー
チ
が
や
か
ま
し
い
ほ
ど
鳴
っ
て

い
る
で
え
」

「
ほ
う―

今
日
は
な
ん
で
も
な
い

日
じ
ゃ
に
の
う
。
十
二
月
八
日
と
い

う
と
、
な
に
か
あ
る
か
の
う
」

　　
弥
作
さ
ん
は
、
町
の
中
で
、
ア
メ

リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
が
戦
争
を

始
め
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ひ
っ

き
り
な
し
に
ラ
ジ
オ
が
そ
れ
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
果
の

ニ
ュ
ー
ス
の
合
い
間
に
、
う
き
う
き

さ
せ
る
ほ
ど
に
、
軍
艦
マ
ー
チ
が

鳴
っ
て
い
ま
し
た
。

「
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た

な
あ
」

　
町
の
路ろ

地じ

に
は
、
弥
作
さ
ん
の
リ

ヤ
カ
ー
を
囲
ん
で
、
小
さ
な
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
７

　
弥や

作さ
く
さ
ん
は
先
生
の
顔
を
う
か
が

う
よ
う
に
、
身
を
乗
り
出
し
て
聞
き

ま
し
た
。

「
あ
あ
、
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
で
、

弥
作
さ
ん
。
肺
炎
の
軽
い
の
で
す
な
。

じ
っ
と
寝
か
せ
て
、
へ
や
に
湯
を
立

て
て
、
乾
燥
せ
ん
よ
う
に
。
薬
を
あ

げ
ま
す
ん
で
、
二
、
三
日
様
子
を
見

ま
し
ょ
う
」

　
勝
江
は
今
日
で
も
う
二
日
、
学
校

を
休
ん
だ
ま
ま
、
ぐ
っ
た
り
と
寝
こ

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
三
十
八
度
の

熱
が
さ
が
ら
な
い
ま
ま
、
ス
ー
ス
ー

と
眠
っ
て
、
う
わ
ご
と
を
言
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
お
と
と
い
の
朝
、

リ
ヤ
カ
ー
押
し
で
、
汗
を
か
い
た
の

が
も
と
だ
と
、
弥
作
さ
ん
は
心
配
で

し
た
。

　
女
の
こ
と
で
、
寝
汗
を
か
く
と
、

独
り
起
き
出
て
、
そ
っ
と
着
が
え
を

し
て
い
る
勝
江
を
見
る
と
、
（
お
っ

母か

ぁ
が
生
き
て
い
る
と
、
女
に
女
で
、

気
が
ね
を
せ
ん
で
い
い
に
）
と
、
ふ

と
、
そ
ん
な
思
い
が
せ
ま
っ
て
来
て
、

弱
気
に
も
な
る
弥
作
さ
ん
で
し
た
。

「
お
父
さ
ん
、
あ
し
た
は
野
菜
を

持
っ
て
町
に
お
り
て
な
あ
。
独
り
で

寝
て
い
る
か
ら
」

「
そ
ん
な
わ
け
に
も
い
く
ま
い
が

…
…
。
食
べ
さ
せ
に
ゃ
な
ら
ん
。
せ

ん
た
く
も
せ
ん
な
ら
ん
が
…
…
」

「
あ
し
た
に
な
っ
た
ら
、
も
う
、
独

り
で
で
き
る
。
せ
ん
た
く
も
す
る
」

「
勝
江
、
な
に
言
う
ん
か
。
女
じ
ゃ

か
ら
無
理
な
い
が
、
せ
ん
た
く
物

は
、
お
リ
ン
ば
あ
さ
ん
が
し
て
く
れ

る
と
言
い
よ
っ
た
ぞ
。
心
配
せ
ん
で

い
い
」

「―

」

「
勝
江
、
武た

け
しの

う
ち
に
山や

羊ぎ

の
乳
が

で
き
て
い
る
そ
う
じ
ゃ
。
武
が
、
と

り
に
来
る
よ
う
に
言
う
て
く
れ
た
ん

ぞ
」

　
弥
作
さ
ん
は
、
い
い
こ
と
に
そ
れ

を
思
い
出
し
て
、
勝
江
に
話
し
か
け

て
や
り
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
。
武
ち
ゃ
ん
に
、
う
ち

が
病
気
じ
ゃ
と
言
う
た
ん
な
」

「
お
う
、
卵
の
十
ば
か
り
も
持
っ
て

来
ん
と
、
お
こ
っ
て
い
る
ぞ
。
と
な
、

ハ
ッ
、
ハ
ッ
…
…
」

「
ば
か
な
、
お
父
さ
ん―

フ
ッ
、

フ
ッ
…
…
」

　
勝
江
の
笑
い
声
が
障し

ょ
う
じ子
に
ひ
び
く

ほ
ど
で
し
た
。
弥
作
さ
ん
は
そ
の
声

に
元
気
づ
い
て
、
サ
イ
ダ
ー
び
ん
を

ふ
と
こ
ろ
に
し
て
、
出
て
行
き
ま
し

た
。

　　
武
は
農
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
家

の
農
業
の
か
た
わ
ら
、
山
羊
二
頭
、

白
色
レ
グ
ホ
ン
二
十
羽
ば
か
り
飼
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
の
夜
、
青
年

⑥
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団
の
集
ま
り
か
ら
帰
る
途
中
、
勝
江

の
家
に
寄
っ
て
来
ま
し
た
。

「
お
じ
さ
ん
、
山
羊
な
ど
の
一
銭
の

も
う
け
に
も
な
ら
ん
家
畜
を
飼
っ
て
、

み
ん
な
笑
う
じ
ゃ
ろ
う
が
、
忙
し
い

農
家
で
、
栄
養
の
自
給
自
足
に
は
、

草
を
食
う
て
、
人
間
の
食
い
か
す
で
、

乳
と
卵
を
こ
し
ら
え
て
も
ら
う
こ
と

も
、
ひ
と
つ
の
理り

屈く
つ
じ
ゃ
と
思
う
て

な
…
…
。
お
じ
さ
ん
、
米
と
麦
と
畜

産
と
、
そ
れ
に
、
お
じ
さ
ん
の
野
菜

を
と
り
入
れ
た
農
業
を
考
え
る
時
代

が
来
る
」

　
い
ろ
り
の
そ
ば
で
、
ひ
ざ
を
組
み

か
え
な
が
ら
、
ほ
お
を
輝
か
し
な

が
ら
話
す
武
の
こ
と
ば
に
、
勝
江
は
、

「
う
ん
、
う
ん
」
と
、
う
な
ず
い
て
、

お
茶
を
入
れ
て
や
り
ま
し
た
。

「
勝
ち
ゃ
ん
、
女
学
校
の
勉
強
は
お

も
し
ろ
い
か
い
。
英
語
も
代
数
も
お

も
し
ろ
い
か
い
」

　

―

勝
江
は
、
こ
の
間
の
夜
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
ヤ
カ

ン
の
お
湯
が
、
シ
ュ
ー
ン
と
、
時
々

音
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
「
お
父
さ
ん
、
も
ど
っ
た
ん
な
。
う

ち
、
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
し
も
う
た
」

「
そ
う
か
。
さ
い
ぜ
ん
も
ど
っ
た
。

山
羊
の
乳
を
わ
か
し
て
や
る
ぞ
。
お

カ
ユ
も
で
き
る
ぞ
。
熱
が
あ
る
と
、

お
カ
ユ
に
梅
干
し
が
い
い
か
ら
の

う
」

「
武
ち
ゃ
ん
、
何
を
し
て
い
た
ん

な
」

「
桑
畑
の
中
じ
ゃ
っ
た
。
お
見
舞
い

に
と
言
う
て
な
、
乳
も
卵
も
く
れ
た

ん
ぞ
」

「―

う
ち
、
よ
く
な
っ
た
ら
、
手

袋
を
編あ

ん
で
あ
げ
よ
う
。
お
父
さ
ん

に
毛
糸
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
な
」

「
え
り
巻
き
も
い
い
ぞ
。
武
に
聞
い

て
み
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
お
父
さ
ん
、
ど
ち
ら
が
い
い
か
、

聞
く
も
ん
が
あ
る
か
な
。
黙だ

ま
っ
て
あ

げ
る
も
ん
よ
」

「
ハ
ッ
ハ
ッ
…
…
」

　　
か
ま
ど
の
そ
ば
で
、
パ
チ
ン
、
パ

チ
ン
と
、
た
き
木
を
折
る
音
が
し
て

い
ま
し
た
。
暗
く
な
っ
た
の
で
、
か

ま
ど
の
火
が
、
障
子
の
向
こ
う
に
赤

く
映
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
江
は
、
ま

た
、
う
と
う
と
と
眠
り
入
っ
た
よ
う

で
し
た
。

「
勝
江
、
い
い
に
お
い
が
す
る
じ
ゃ

ろ
。
乳
が
わ
い
て
き
た
ぞ
、
ほ
ら
」

　
　
　
８

　

こ
こ
二
、
三
日
ふ
ぶ
き
ど
お
し

だ
っ
た
天
気
も
、
け
さ
が
た
か
ら
お

さ
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
さ
っ
き
、

お
リ
ン
ば
あ
さ
ん
が
雨
戸
を
く
っ
て

く
れ
た
の
で
、
朝
の
光
が
ま
ぶ
し
い

ほ
ど
に
、
勝
江
の
寝ね

間ま

い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
勝
ち
ゃ
ん
ヤ―

お
父
さ
ん
が

の
う
、
荷
も
ほ
ん
の
少
し
じ
ゃ
か
ら
、

お
医
者
さ
ん
の
先
生
に
薬
を
も
ろ
う

た
ら
、
早
う
も
ど
っ
て
く
る
と
言
う

て
出
た
ぞ
」

「
そ
う
な
。―

お
リ
ン
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
け
さ
は
寒
い
ん
じ
ゃ
ろ
。
霜し

も

柱ば
し
らが
立
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
ろ
。
さ
っ

き
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
足
音
が
ザ
ッ
ク
、

ザ
ッ
ク
と
し
て
い
た
も
ん
」

「
わ
し
の
足
音
が
ど
う
し
て
す
る
も

ん
か
。
わ
し
は
、
か
ま
ど
の
前
に
ず

う
っ
と
い
た
ん
じ
ゃ
か
ら
…
…
」

「
で
も
な
、
さ
っ
き
、
足
音
が
聞
こ

え
た
ん
で
。
お
か
し
い
な
あ
。
う
ち
、

夢
を
み
て
い
た
ん
か
な
」

「
武た

け
しち
ゃ
ん
の
夢
で
も
み
て
い
た
ん

じ
ゃ
ろ
。
武
ち
ゃ
ん
は
い
い
青
年

じ
ゃ
か
ら
な
あ
。
兵
隊
に
行
っ
て
、

戦
争
が
す
ん
で
も
ど
っ
て
き
た
ら
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
き
な
声
で
ヨ
イ
ヤ

ナ
節ぶ

し
を
唄う

と
う
て
や
る
か
ら
の
う
」

「
ヨ
イ
ヤ
ナ
節
、
だ
れ
の
？
」

「
わ
か
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
。
武

ち
ゃ
ん
と
勝
ち
ゃ
ん
に
な
、
ヨ
ー

イ
ー
ヤ
ナ
ー
と
な
。
ハ
ッ
、
ハ
ッ
、

ハ
ッ
…
…
」

　
ふ
す
ま
が
あ
い
て
、
お
リ
ン
ば
あ

さ
ん
が
入
っ
て
き
た
よ
う
で
し
た
。

勝
江
は
お
リ
ン
ば
あ
さ
ん
の
笑
い
に
、

思
わ
ず
恥は

ず
か
し
く
な
っ
て
、
ふ
と

ん
で
顔
を
か
く
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
「
勝
ち
ゃ
ん
、
お
い
し
い
ミ

ソ
汁
が
で
き
た
ぞ
」
と
、
ま
く
ら
も

と
で
お
リ
ン
ば
あ
さ
ん
の
か
ん
高
い

声
が
し
ま
し
た
。

「
勝
ち
ゃ
ん
、
ほ
ら
っ
、
卵
を
二
つ

も
入
れ
て
あ
る
ん
じ
ゃ
が
…
…
。
武

ち
ゃ
ん
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
ん

ぞ
」

「
武
ち
ゃ
ん
、
い
つ
来
た
？
」

「
ほ
ら
っ
、
さ
っ
き
足
音
が
し
た
ろ

う
。
あ
れ
は
、
わ
し
の
じ
ゃ
の
う

て
、
本
物
の
武
ち
ゃ
ん
の
足
音
じ
ゃ

が
…
…
」

「
武
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
て
声
を
か
け

て
く
れ
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
？
」

「
わ
し
が
と
め
た
ん
じ
ゃ
。
眠
っ
て

い
る
じ
ゃ
ろ
う
と
言
う
て
な
。
悪

か
っ
た
か
の
う
」

「
う
、
う
ん
。
悪
い
こ
と
な
い
で

え
」

　
ヤ
カ
ン
が
シ
ュ
ー
ン
と
鳴
っ
て
い

ま
し
た
。

　
お
リ
ン
ば
あ
さ
ん
は
二
日
と
お
か

ず
に
、
勝
江
の
ま
く
ら
も
と
に
や
っ

て
来
て
は
、
弥や

作さ
く

さ
ん
に
は
で
き
な

い
女

お
ん
な

物も
の

の
洗
た
く
を
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
「
勝
ち
ゃ
ん
、
な
ん
も
心

配
せ
ん
で
い
い
ん
ぞ
。
女
が
女
の
洗

た
く
を
し
て
や
る
ん
じ
ゃ
か
ら
な
」

と
、
ひ
ざ
ま
ず
い
た
腰
を
畳た

た
みに

つ
く

ほ
ど
曲
げ
て
、
勝
江
の
顔
を
の
ぞ
き

こ
ん
で
い
ま
し
た
。

「
う
ん
と
食
べ
て
、
安
心
し
て
休
ん

で
い
る
と
す
ぐ
な
お
る
。
若
い
者
は

な
お
り
が
い
い
か
ら
の
う
」

「
医
者
の
先
生
が
な
、
女
学
校
を
し

⑦
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ば
ら
く
休
学
し
て
ゆ
っ
く
り
養よ
う

生じ
ょ
うし

た
ほ
う
が
い
い
と
言
っ
て
く
れ
た
」

「
そ
う
か
。
お
父
さ
ん
の
話
じ
ゃ
、

ロ
ク
マ
ク
を
病や

ん
で
い
る
と
言
う
て

た
じ
ゃ
」

「
う
ん
、
そ
れ
で
は
、
用
心
し
た
ほ

う
が
い
い
っ
て
…
…
」

「
そ
う
か
、
そ
う
か
。
す
ぐ
な
お

る
。―

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

様
、
ど
う
か
勝

江
を
お
助
け
く
だ
さ
り
ま
す
よ
う
に
。

フ
ッ
、
フ
ッ
、
フ
ッ
」

　
お
リ
ン
ば
あ
さ
ん
は
、
唱と

な
え
ご
と

の
あ
と
で
、
お
ま
じ
な
い
の
強
い
息

を
吹
き
ま
し
た
。

「
昼
に
ま
た
来
る
で
の
う
。
温ぬ

く

う

な
っ
て
洗
た
く
に
来
る
か
ら
の
う
。

そ
れ
か
ら
、
武
ち
ゃ
ん
が
下
の
桑く

わ

畑ば
た
けで

仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
、
あ
と

で
会
い
に
来
る
と
言
う
て
た
ぞ
」

　
そ
う
言
い
残
し
て
、
お
リ
ン
ば
あ

さ
ん
は
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　　
メ
ェ
ー
、
メ
ェ
ー
と
山や

羊ぎ

の
声
が

し
て
い
ま
し
た
。
「
武
ち
ゃ
ん
の
山

羊
だ
わ
」
と
、
頭
を
上
げ
て
、
勝
江

は
次
の
声
を
待
ち
ま
し
た
。
メ
ェ
ー
、

メ
ェ
ー
。
お
だ
や
か
な
小こ

春は
る

日び

和よ
り
で

し
た
。

　
勝
江
は
、
久
し
ぶ
り
に
障し

ょ
う
じ子
を
あ

け
て
、
外
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

に
吸す

い
ま
し
た
。
裏
の
椎し
い
の
森
で
、

ピ
ー
、
ピ
ー
と
ヒ
ヨ
ド
リ
が
鋭す

る
どく
鳴

き
か
わ
し
て
い
ま
し
た
。

「
タ
ケ
シ
ち
ゃ
ー
ん
、
タ
ケ
シ

ち
ゃ
ー
ん
」

「
お
ー
い
。
カ
ツ
エ
ち
ゃ
ん
か
い
。

気
分
い
い
か
い
」

「
う
ん
、
い
い
よ
。
お
茶
が
わ
い
て

る
よ
う
」

「
も
う
す
ぐ
行
く
か
ら
な
あ―

」

　
勝
江
は
、
ま
ぶ
し
そ
う
に
手
を
か

ざ
し
て
い
ま
し
た
。
山
羊
が
ま
た
鳴

き
ま
し
た
。

　
　
　
９

「
勝
ち
ゃ
ん
、
勝
江
ち
ゃ
ん―

起

き
て
る
ん
か
」

「
う
ん
。
起
き
て
る
よ
、
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
」

　
勝
江
が
寝
巻
き
を
と
と
の
え
て
、

障し
ょ
う
じ子

を
あ
け
る
と
、
大
き
な
ド
ン
ブ

リ
鉢ば

ち
を
か
か
え
た
武た
け
しが
そ
こ
に
立
っ

て
い
ま
し
た
。

「
今
、
し
ぼ
っ
た
ば
か
り
じ
ゃ
。
山や

羊ぎ

の
乳
は
栄
養
が
あ
る
か
ら
な
。
フ

キ
ン
は
ど
こ
に
あ
る
ん
か
。
こ
し
て

あ
げ
る
か
ら
な
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
持
っ
て
く
る

か
ら
」

「
も
う
一
つ
ド
ン
ブ
リ
鉢
を
持
っ
て

来
な
。
勝
江
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
は

町
に
出
た
ん
か
」

「
う
ん
。
久
し
ぶ
り
に
野
菜
を
持
っ

て
な
。
そ
し
て
、
薬
を
も
ら
っ
て
帰

る―

」

　
二
人
は
、
ド
ン
ブ
リ
鉢
の
上
に
フ

キ
ン
を
広
げ
て
、
白
い
乳
を
そ
の
上

に
そ
そ
い
で
い
ま
し
た
。

「
ず
っ
と
顔
色
も
よ
く
な
っ
た
よ
う

だ
な
」

「
そ
う
か
し
ら
」

「
勝
江
ち
ゃ
ん
、
女
学
校
を
休
学
す

る
ん
か
」

「
さ
あ―

。
お
医
者
の
先
生
も
、

そ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
と
言
う
て
く

れ
る
け
ど
」

「
休
学
し
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

女
学
校
で
は
、
今
は
も
う
、
奉
仕
隊

で
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
農
家
の
手
伝

い
や
、
食
糧
増
産
で
働
い
て
い
る
そ

う
じ
ゃ
な
い
か
」

「
戦
争
の
中
に
病
気
を
し
て
い
て
、

悪
い
み
た
い
。
み
ん
な
お
国
の
た
め

に
働
い
て
い
る
と
き
、
う
ち
一
人
が

や
っ
か
い
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

…
…
」

　

勝
江
は
、
そ
う
言
う
と
、
ク
ッ

ク
ッ
と
息
を
つ
ま
ら
せ
て
、
寝
巻
き

の
そ
で
に
、
顔
を
う
ず
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。

「
一
億
総
決
起
じ
ゃ
か
ら
な
。
お
れ

た
ち
も
、
も
う
す
ぐ
戦
争
に
行
か

に
ゃ
な
ら
ん
。
み
ん
な
戦
争
の
た
め

に
あ
る
よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
。
勝
江

ち
ゃ
ん
一
人
ぐ
ら
い
、
戦
争
の
た
め

に
な
い
人
が
い
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い

か
。
う
ん
と
や
っ
か
い
者
に
な
り

き
っ
て
、
病
気
を
な
お
す
ん
じ
ゃ
。

元
気
を
出
す
ん
じ
ゃ
」

「―

」

「
ほ
う
れ
、
い
い
に
お
い
が
す
る

じ
ゃ
ろ
」

　
武
が
ド
ン
ブ
リ
鉢
の
乳
を
勝
江
の

そ
ば
に
寄
せ
る
と
、
「
あ
あ
、
い
い

に
お
い
」
と
声
を
は
ず
ま
せ
て
、
も

う
す
っ
か
り
気
を
と
り
な
お
し
た
顔

が
、
武
の
方
へ
ほ
ほ
え
み
か
け
て
い

ま
し
た
。

「
武
ち
ゃ
ん
だ
け
そ
う
言
っ
て
く
れ

る
。
武
ち
ゃ
ん
、
う
ち
、
国こ

く

賊ぞ
く

じ
ゃ

な
い
ね
」

と
、
今
度
は
そ
の
鋭す

る
どい

目
が
武
の
方

を
に
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

「
だ
れ
も
好す

き
好こ

の
ん
で
兵
隊
に
行
っ

た
り
、
勉
強
も
や
め
て
動
員
に
行
っ

た
り
し
て
い
る
も
ん
か
。
病
気
の
勝

江
ち
ゃ
ん
が
国
賊
と
い
う
ん
な
ら
、

お
れ
が
二
倍
も
三
倍
も
働
い
て
や
る
。

国
賊
と
は
誰
が
作
っ
た
言
葉
か
」

　
裏
の
椎し

い
の
森
に
冬
の
日
が
沈
も
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ヨ
ド
リ
が
鋭

い
声
で
鳴
き
交
わ
し
な
が
ら
、
ね
ぐ

ら
を
求
め
て
、
ざ
わ
つ
い
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

「
武
ち
ゃ
ん
、
武
ち
ゃ
ん
は
兵
隊
に

志
願
し
て
、
戦
争
に
行
く
の
」

「
う
ん
。
じ
っ
と
こ
う
し
て
百
姓
を

し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
の
軍
の
工

場
に
引
き
出
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
な
。

い
っ
そ
の
こ
と
兵
隊
に
行
こ
う
と
思

う
ん
じ
ゃ
」

「―

」

「
勝
江
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
働
い
て
き

て
や
る
。
国
賊
な
ん
ち
言
う
や
つ

に
見
せ
つ
け
て
や
ら
ァ
。
ハ
ッ
ハ
ッ

ハ
ッ
…
…
」

「
武
ち
ゃ
ん
、
今
日
、
お
リ
ン
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
来
て
な
…
…
。
あ
あ
、
お

か
し
い
」

「
ど
う
し
た
ん
か
」

「
戦
争
が
す
ん
だ
ら
な
、
お
リ
ン
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
ヨ
イ
ヤ
ナ
節ぶ

し
を
唄う

た
っ
て

く
れ
る
っ
て
」

「
ほ
う
。
ヨ
イ
ヤ
ナ
節
と
は
な
ん
か

な
あ
」

⑧
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「
ほ
ら
、
お
嫁
さ
ん
を
迎
え
た
時
に

唄
う
じ
ゃ
な
い
の
。
あ
れ
よ
。
ホ
ッ

ホ
ッ
…
…
」

「
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
ん
か
。
お
嫁

さ
ん
な
ん
か
考
え
る
よ
ゆ
う
の
あ
る

時
代
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
死
ん
で
し

ま
う
ん
じ
ゃ
。
国
の
た
め
に
な
」

「
武
ち
ゃ
ん
！
死
ん
じ
ゃ
、
イ
ヤ
。

―

う
ち
、
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
に
、

き
っ
と
元
気
に
な
れ
る
。
武
ち
ゃ
ん
、

死
ん
じ
ゃ
、
イ
ヤ
」

　
勝
江
の
呼
吸
が
荒
く
な
っ
て
、
の

ど
の
奥
を
突
き
破
る
よ
う
に
、
ゴ
ホ

ン
、
ゴ
ホ
ン
と
せ
き
こ
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
と
め
ど
な
い
涙
を
散

ら
し
て
い
ま
し
た
。

「
勝
江
ち
ゃ
ん
、
元
気
を
出
す
ん

じ
ゃ
」

「
ハ
イ
。
武
ち
ゃ
ん
も
な
」

　　
ま
た
寒
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

裏
の
椎
の
森
に
、
は
げ
し
く
、
西
の

風
が
吹
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
10

　
村
の
中
に
は
、
年
と
っ
た
者
と
、

女
と
子
ど
も
だ
け
が
残
っ
て
、
若
い

者
は
み
ん
な
戦
争
へ
と
か
り
出
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
朝
鮮
海か

い

峡き
ょ
うに
も
ア
メ
リ
カ
の
潜せ
ん

水す
い

艦か
ん
が
出
し
ゅ
つ

没ぼ
つ
し
て
、
下
関
と
釜ふ

山ざ
ん
の
連

絡
船
も
、
日
本
の
海
軍
の
船
が
付
き

添
っ
て
渡
る
よ
う
な
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
海
軍
の
船
も
、
敵

の
潜
水
艦
の
前
に
は
、
な
ん
と
も
た

よ
り
な
い
ほ
ど
、
戦
争
は
日
本
に

と
っ
て
不
利
に
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
島
づ
た
い
に
一
歩
一
歩
、
日
本
は
、

本
土
決
戦
以
外
に
道
は
な
い
ほ
ど

攻
め
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
、
沖
縄
を
最
後
の
と
り
で
に
し
て
、

は
げ
し
い
戦
闘
が
く
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
し
た
。

　
「
お
と
う
さ
ん
、
そ
こ
に
い
る
ん

な
」

「
う
ん
、
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
に
い
る
が

な
」

「
う
ち
、
満
州
に
行
っ
て
い
る
兄あ

ん

ち
ゃ
ん
の
夢
ば
か
り
み
る
に
…
…
」

「
ど
こ
か
で
生
き
て
い
る
じ
ゃ
ろ
う

ぞ
。
元
気
じ
ゃ
か
ら
、
夢
に
出
て
く

る
ん
じ
ゃ
」

　

弥
作
さ
ん
の
行
商
も
、
も
う
、

と
っ
く
に
と
だ
え
て
、
町
の
人
も
、

弥
作
さ
ん
の
野
菜
な
ど
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
、
そ
れ
よ
り
も
、
イ
モ
や
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
、
腹
の
た
し
に
な
る
も

の
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

「
勝
江
、
お
と
う
さ
ん
な
、
こ
こ
に

い
る
か
ら
心
配
せ
ん
で
い
い
ぞ
。
勝

江
の
そ
ば
を
離
れ
り
ゃ
せ
ん
か
ら
」

　
弥
作
さ
ん
は
、
勝
江
の
寝ね

床ど
こ
か
ら

障
子
越
し
の
カ
マ
ド
の
前
で
、
ぼ
ん

や
り
と
、
キ
セ
ル
を
た
た
く
だ
け
で

し
た
。

「
お
と
う
さ
ん
、
武た

け
しち

ゃ
ん
は
内
地

を
出
て
、
ど
こ
に
行
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ

か
」

「
さ
あ―

う
ま
く
ど
こ
か
の
島
に

渡
れ
た
ら
い
い
が
の
う
。
潜
水
艦
に

や
ら
れ
た
ら
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
い

か
ら
の
う
」

「
う
と
う
と
眠
っ
て
い
る
と
、
空
を

ブ
ン
ブ
ン
と
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
く

―

」

「
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
じ
ゃ
。
北
九

州
の
製
鉄
所
を
ね
ら
っ
て
飛
ん
で
く

る
ん
じ
ゃ
」

「
こ
こ
な
ら
大だ

い
じ
ょ
う
ぶ

丈
夫
じ
ゃ
な
あ
。
椎し

い

の
林
に
囲
ま
れ
て
、
お
と
う
さ
ん
と

二
人
じ
ゃ
か
ら
」

「
う
ん
。
で
も
な
、
区
長
さ
ん
か
ら

の
話
で
、
裏
の
山
に
穴
を
掘
れ
と
い

う
こ
と
じ
ゃ
。
勝
江
と
二
人
で
か
く

れ
る
所
を
な
」

　
勝
江
は
聞
く
と
も
な
し
に
、
た
だ

ポ
ツ
ン
と
天
井
を
な
が
め
て
、
力
の

な
い
せ
き
を
か
ら
だ
全
体
で
し
て
は
、

フ
ー
フ
ー
と
、
は
げ
し
い
呼
吸
を
し

て
い
ま
し
た
。

「
コ
イ
の
生
き
血
が
い
い
と
聞
い
た

ん
で
、
コ
イ
と
り
の
初は
つ

さ
ん
に
頼
ん

で
お
い
た
。
ス
ッ
ポ
ン
ガ
メ
の
生
き

血
も
い
い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。
な
ん

で
も
し
て
や
る
か
ら
…
…
」

「
お
と
う
さ
ん
、
う
ち
の
こ
と
よ
り
、

兄あ
ん

ち
ゃ
ん
や
武
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
心

配
で
…
…
」

「―

」

「
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
を
着
て
、
青
白
い

顔
に
な
っ
て
…
…
。
た
だ
、
夢
に
出

て
く
る
に
」

「
夢
は
逆さ

か

夢ゆ
め
と
い
う
て
の
う
、
二
人

と
も
元
気
で
い
る
証し

ょ
う
こ拠
じ
ゃ
。
そ
れ

よ
り
も
、
勝
江
と
、
こ
う
し
て
二
人

で
い
る
と
、
い
つ
か
い
い
時
が
や
っ

て
く
る
。
き
っ
と
く
る
」

　
弥
作
さ
ん
は
、
首
か
ら
垂た

ら
し
た

手
ぬ
ぐ
い
の
端
を
と
っ
て
鼻
を
つ
ま

む
と
、
か
が
ん
だ
ひ
ざ
が
し
ら
に
顔

を
あ
て
て
、
ク
ッ―

ク
ッ
と
、
ひ

き
つ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

「
勝
江
、
も
う
す
ぐ
治な

お
る
ん
じ
ゃ
。

も
う
す
ぐ
治
る
ん
じ
ゃ
」

　
身
も
だ
え
し
な
が
ら
、
手
ぬ
ぐ
い

を
に
ぎ
り
し
め
た
手
を
、
は
げ
し
く

ふ
る
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
勝
江
の
静
か
な
寝ね

息い
き

が
ス
ー
ス
ー

と
聞
こ
え
て
く
る
と
、
弥
作
さ
ん
も
、

カ
マ
ド
の
前
に
う
つ
伏
し
た
ま
ま
、

し
ば
ら
く
寝
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
お
と
う
さ
ん―

お
と
う
さ
ん
。

そ
こ
に
い
る
ん
な
」

「
う
、
う
ん
。
あ
あ
、
眠
っ
て
し
も

う
た
。
ち
っ
と
冷
え
て
き
た
の
う
」

「
手
ぬ
ぐ
い
を
か
し
て
。
寝ね

汗あ
せ

を
か

い
た
」

「
そ
り
ゃ
、
い
か
ん
。
カ
ゼ
を
ひ
く

が
…
…
」

「
お
と
う
さ
ん
、
ま
た
武
ち
ゃ
ん
の

夢
を
見
た
。
武
ち
ゃ
ん
が
南
の
島

か
ら
胸
の
薬
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
れ

る
っ
て
。
煎せ

ん
じ
て
飲
む
と
い
っ
ぺ
ん

に
治
る
っ
て
」

　
弥
作
さ
ん
は
、
勝
江
の
背
中
に
手

ぬ
ぐ
い
を
入
れ
て
、
さ
す
っ
て
や
り

ま
し
た
。

「
お
と
う
さ
ん
、
戦
争
が
す
ん
だ
ら
、

元
気
に
な
っ
て
、
う
ち
、
武
ち
ゃ
ん

の
お
嫁よ

め
に
な
れ
る―

」

「
う
ん
、
う
ん
。
い
い
お
嫁
に
な
れ

る
ぞ
」

　
二
人
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し

た
。

⑨

盆地の町の野菜売り
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夕
暮
れ
ど
き
の
涼
し
い
風
が
渡
っ

て
い
ま
し
た
。
高
原
か
ら
吹
き
お
り

て
く
る
風
は
、
ひ
と
足
早
い
秋
の
お

と
ず
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
で
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日―

　
盆
地
の
町
の
ム
ッ
と
す
る
暑
気
の

中
に
、
あ
わ
た
だ
し
い
人
の
足
が
あ

り
ま
し
た
。
大
通
り
に
も
路
地
に
も
、

コ
ソ
コ
ソ
と
、
人
目
を
う
か
が
う
よ

う
な
町
の
人
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

　
医
者
の
く
れ
る
わ
ず
か
ば
か
り
の

薬
を
ふ
と
こ
ろ
に
、
弥や

作さ
く

さ
ん
は
町

か
ら
家
へ
急
ぎ
ま
し
た
。
白
い
バ
ラ

ス
の
道
に
は
人
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
う
つ
ろ
に
な
っ
た
弥
作
さ

ん
の
心
に
も
、
勝
江
の
病
気
と
、
満

州
に
渡
っ
て
い
る
長
男
の
作
太
郎
の

消
息
が
入
り
ま
じ
っ
て
、
歩
く
足
は

フ
ラ
フ
ラ
ッ
と
、
よ
ろ
め
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
「
お
れ
だ
け
で
も
、

し
っ
か
り
し
て
お
ら
に
ゃ
」
と
、
ふ

と
、
足
を
止
め
た
弥
作
さ
ん
の
耳
に
、

い
つ
も
と
変
わ
り
の
な
い
カ
ジ
カ
の

声
や
、
ツ
ク
ツ
ク
蝉ぜ

み
の
鳴
き
声
が
あ

り
ま
し
た
。

「
勝
江
ャ―

勝
江
」

「
う
ー
ん
、
お
父
さ
ん
、
帰
っ
た

ん
」

　

そ
れ
は
弱
々
し
い
勝
江
の
せ
い

い
っ
ぱ
い
の
返
事
で
し
た
。

「
日
本
は
戦
争
に
負
け
た
ん
ぞ
。
町

の
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
ん
ぞ
。
作
太
郎

の
こ
と
が
…
…
」

「
兄あ

ん
ち
ゃ
ん
、
ど
う
か
し
た
ん
な
」

「
う
、
う
ん
。
い
い
や
、
な
ん
で
も

な
い
。
心
配
せ
ん
で
い
い
。
満
州
で

生
き
ち
ょ
る
ん
じ
ゃ
。
生
き
ち
ょ
る

ん
じ
ゃ
」

「
武た

け
しち
ゃ
ん
は
？
」

「
生
き
ち
ょ
る
ん
じ
ゃ
、
生
き
ち
ょ

る
ん
じ
ゃ
。
み
ん
な
生
き
ち
ょ
る
ん

じ
ゃ
」

　
村
か
ら
出
て
い
っ
た
若
者
た
ち
は
、

そ
れ
こ
そ
敗は

い
ざ
ん
へ
い

残
兵
の
よ
う
に
、
み

す
ぼ
ら
し
い
姿
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
静

か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
村
が
あ
り
ま

し
た
。

　
戦
死
の
公
報
が
、
ま
だ
帰
っ
て
こ

な
か
っ
た
武た
け
しの
家
に
も
あ
り
ま
し
た
。

村
に
あ
っ
た
名
誉
の
戦
死
と
い
う
お

墓
も
、
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い

ま
し
た
。

　
戦
争
の
終
わ
っ
た
、
そ
の
秋
の
暮

れ
、
勝
江
は
、
弥
作
さ
ん
に
抱だ

き

か
か
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
や
せ
細
っ
た

身
で
、
ご
く
身
う
ち
の
者
だ
け
に
見

守
れ
て
息
を
ひ
き
と
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
肺
病
と
い
う
病
気
が
、
近
所

の
人
た
ち
へ
も
気
が
ね
す
る
ほ
ど
の
、

あ
わ
れ
な
死
に
方
に
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。

　
弥
作
さ
ん
と
、
勝
江
さ
ん
を
産
ん

で
す
ぐ
に
亡な

く
な
っ
た
母
の
、
そ
の

母
に
あ
た
る
お
ば
あ
さ
ん
と
、
勝
江

の
姉
フ
ミ
コ
が
、
石
炭
酸
の
に
お
い

の
す
る
死
の
床と

こ
に
あ
る
だ
け
で
、
近

所
の
人
た
ち
は
、
遠
く
の
方
で
葬
式

の
手
は
ず
を
し
て
く
れ
る
だ
け
の
こ

と
で
し
た
。

「
弥
作
さ
ん
や
あ
、
線せ

ん
こ
う香

を
う
ん
と

た
い
て
く
れ
や
の
う
。
石
炭
酸
の
に

お
い
じ
ゃ
、
勝
江
も
浮
か
ば
れ
ん
か

ら
の
う
。
お、

し、

ろ、

い、

も
つ
け
ん
で
死

ぬ
と
は
の
う
…
…
」

　
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
勝
江
の

髪か
み

の
毛
を
か
き
上
げ
て
や
り
ま
し
た
。

「
わ
し
が
悪
か
っ
た
。
わ
し
が
勝
江

を
殺
し
た
よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
。
リ
ヤ

カ
ー
の
あ
と
押
し
を
さ
せ
た
の
が
も

と
で
の
う
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て

し
も
う
た
」

「
ち
が
う
。
お
父
さ
ん
、
ち
が
う
。

戦
争
さ
え
な
か
っ
た
ら
、
勝
江
も
薬

を
飲
め
て
死
ぬ
こ
と
も
な
か
っ
た
に
。

作
太
郎
も
行ゆ

く

方え

知
れ
ず
に
な
ら
ん

か
っ
た
に
」

「
運
が
悪
か
っ
た
ん
じ
ゃ
。
こ
れ
も

運
じ
ゃ
」

「
運
が
悪
い
と
一
口
で
言
う
に
は
、

あ
ん
ま
り
ひ
ど
い
。
な
あ
、
お
父
さ

ん―

だ
れ
か
が
悪
い
ん
じ
ゃ
。
そ

の
悪
い
や
つ
に
勝
江
も
作
太
郎
も

…
…
」

「
…
…
」

「
こ
の
若
い
身
で
死
ぬ
と
は
。
な
あ
、

お
父
さ
ん
、
あ
き
ら
め
き
れ
ん
」

　
姉
の
フ
ミ
コ
が
畳
を
お
さ
え
つ
け

て
、
歯
ぎ
し
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
な
あ
、
フ
ミ
。
悪
い
や
つ
と
は

わ
し
の
こ
と
じ
ゃ
。
勝
江
に
は
な

あ
、
好
き
な
人
が
い
た
ん
じ
ゃ
。
戦

死
し
た
武た
け
しじ
ゃ
っ
た
。
死
ぬ
ま
で
武
た
け
し

の
こ
と
を
言
い
と
お
し
た
。
あ
の
世

で
い
っ
し
ょ
に
な
れ
ん
こ
と
も
ね
え
。

そ
う
思
え
ば
、
少
し
は
気
も
楽
に
な

る
。
悪
い
の
は
わ
し
じ
ゃ
」

「
ち
が
う
、
ち
が
う
。
悪
い
や
つ
は

う
ち
に
は
お
ら
ん
。
よ
そ
に
い
る
ん

じ
ゃ
」

「
フ
ミ
！
バ
チ
あ
た
り
め
が
…
…
。

ひ
と
様
に
何
の
罪
が
あ
る
と
い
う
ん

⑩

平和を祈る黙とうを捧げましょう
　竹田市では、先の大戦や原爆で亡くなられた多く
の方々を想い、また日本および世界の平和を願っ
て、次の時間に１分間のサイレンを吹鳴します。
　市民の皆さんも、この趣旨をご理解いただき、
平和を祈る黙とうを捧げていただきますようお願
いします。
○広島平和記念日　８月６日㈯　８時15分
○長 崎 原 爆 の 日　８月９日㈫　11時２分
○終 戦 記 念 日　８月15日㈪　12時
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か
」

「
…
…
」

「
も
う
言
う
ま
い
。
グ
チ
に
な
る
。

な
あ
、
フ
ミ
、
も
う
い
い
」
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け
さ
か
ら
雨
に
ま
じ
っ
て
、
小
さ

な
白
い
も
の
が
見
え
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
大
き
な
綿わ

た
ゆ
き雪

に
変
わ
っ
て
き

た
よ
う
で
す
。

　
盆
地
の
町
に
ひ
ど
く
雪
の
降
っ
て

く
る
朝
で
し
た
。

　
弥や

作さ
く

じ
い
さ
ん
は
リ
ヤ
カ
ー
を
引

い
て
、
け
さ
も
ト
ン
ネ
ル
の
坂
道
を

下
り
、
盆
地
の
町
に
野
菜
を
運
ん
で

き
た
の
で
し
た
。

　

―

三
月
の
忘
れ
雪
と
か
い
う
が
、

ひ
ど
い
雪
に
な
る
か
も
し
れ
ん
の
う

―

と
、
け
さ
の
空
と
、
山
を
な
が

め
な
が
ら
、
そ
う
つ
ぶ
や
い
て
い
ま

し
た
が
、
も
う
長
年
の
行
商
が
し
み

つ
い
て
し
ま
っ
て
、
何
や
ら
準
備
し

た
荷
物
を
運
ん
で
き
た
の
で
し
た
。

　　
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
長
い
歳
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
盆
地
の
町
も
す
っ
か

り
移
り
変
わ
っ
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の

下
に
、
豊
富
な
品
物
が
美
し
く
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
の
ス
ー
パ
ー
や
、
野
菜
屋
さ
ん

の
店
先
に
は
、
季
節
の
野
菜
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
季
節
は
ず
れ
の
野
菜

ま
で
も
い
っ
ぱ
い
並
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
弥
作
じ
い
さ
ん
の
四
十
年
来

の
行
商
に
も
、
長
い
歳
月
の
移
り
が

あ
り
ま
し
た
。
高
冷
地
栽
培
と
か
ハ

ウ
ス
栽
培
と
か
の
野
菜
が
、
今
で
は
、

弥
作
じ
い
さ
ん
の
リ
ヤ
カ
ー
に
も
積

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
近
所
の
農
家
か
ら
品
物
を
買
い
こ

ん
で
、
新
鮮
な
う
ち
に
町
へ
運
ぶ

こ
と
か
ら
、
弥
作
じ
い
さ
ん
の
リ
ヤ

カ
ー
を
待
ち
う
け
る
お
得
意
さ
ん
が
、

今
で
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
大
根

を
よ
く
買
う
て
く
れ
ま
し
て
な
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
胃い

酸さ
ん

過か

多た
し
ょ
う症

で
、
す

り
大
根
を
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
か
ら

な
あ
」

　
勉
強
堂
の
若
奥
さ
ん
に
、
そ
ん
な

あ
い
き
ょ
う
の
一
つ
も
み
せ
る
こ

と
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
漬
け
物

に
と
、
季
節
の
青あ

お
も
の物

を
欠
か
さ
ず
頼

ま
れ
て
い
た
旗
本
屋
の
前
に
、
今
も
、

弥
作
じ
い
さ
ん
の
リ
ヤ
カ
ー
が
止

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

「
も
う
四
十
年
も
、
町
の
み
な
さ
ん

に
か
わ
い
が
っ
て
も
ろ
う
て
お
り
ま

し
て
な
あ
…
…
」

　
こ
れ
は
、
き
ま
っ
て
弥
作
じ
い
さ

ん
の
口
か
ら
出
る
こ
と
ば
で
し
た
。

そ
れ
は
、
盆
地
の
城
下
町
の
人
た
ち

に
、
長
い
歳
月
の
移
り
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
の
美
し
い
こ
と
ば
で
し
た
。

　　
リ
ヤ
カ
ー
の
上
に
も
雪
が
降
り
か

か
っ
て
、
大
根
や
白
菜
の
葉
を
白
く

し
て
い
ま
し
た
。

「
奥
さ
ん
、
き
ょ
う
は
安
う
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
で
な
。
早
う
か
た
づ
け

て
、
先
を
急
ぎ
ま
せ
ん
と
、
降
り
こ

め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
で
な
」

「
お
じ
い
さ
ん
、
そ
う
し
て
も
ら
わ

ん
で
も
い
い
で
す
が
な
。
こ
れ
は
本

降
り
に
な
り
ま
す
じ
ゃ
ろ
。
高
校
生

も
早
う
引
け
て
お
り
ま
す
よ
う
で
」

　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
を
急
ぎ
足
の
女

生
徒
た
ち
が
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
弥

作
じ
い
さ
ん
は
足
を
と
め
て
、
一
団

を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
十
年
前
に
亡
く
な
っ
た
勝
江
の

セ
ー
ラ
ー
服
姿
が
、
ふ
ー
っ
と
、
よ

み
が
え
っ
た
よ
う
で
し
た
。

「
奥
さ
ん
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
が
に

お
っ
て
お
り
ま
す
な
あ
。
一
枝
く
だ

さ
ら
ん
か
な
あ
。
明
日
は
娘
の
命め

い
に
ち日

じ
ゃ
で
な
あ
」

「
お
や
す
い
こ
と
で
。
娘
さ
ん
、
と

い
う
と
…
…
」

「
あ
ん
な
服
を
着
て
い
た
女
学
生
の

こ
ろ
、
も
う
三
十
年
前
に
亡
く
な
っ

た
ん
で
す―

」

「
そ
ん
な
娘
さ
ん
が
い
た
ん
で
す

か
」

「
へ
い
、
へ
い
。
長
男
も
お
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
終
戦
の
ど
さ
く
さ

で
満
州
で
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

娘
の
好
き
な
青
年
も
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
、
南
の
海
で
船
と
い
っ
し
ょ

に
沈
み
ま
し
た
…
…
」

　
駅
前
の
橋
の
た
も
と
ま
で
く
る
と
、

車
の
わ
だ
ち
を
残
し
て
、
も
う
だ
い

ぶ
ん
積
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

―

あ
し
た
は
命
日
じ
ゃ
け
ど
、

こ
の
ぶ
ん
じ
ゃ
、
町
に
出
ら
れ
ん
か

も
し
れ
ん―

　

　
勝
江
の
命
日
は
、
月
々
に
一
度
ず

つ
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
弥

作
じ
い
さ
ん
に
は
、
そ
の
と
き
、
そ

の
と
き
の
思
い
ご
と
が
か
け
め
ぐ
っ

て
き
ま
す
。

　
橋
の
ら
ん
か
ん
に
丸
く
積
も
っ
て

い
く
雪
が
あ
り
ま
し
た
。
駅
前
の
裸、

像、

も
、
も
う
白
く
お
お
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

―

勝
江
よ
う
、
あ
し
た
は
雪
で

来
れ
ん
じ
ゃ
ろ
う
の
う―

　

　
弥
作
じ
い
さ
ん
は
、
い
つ
も
の
よ

う
に
話
し
か
け
る
と
、
リ
ヤ
カ
ー
を

引
き
な
が
ら
、
駅
前
を
右
に
折
れ
て

い
き
ま
し
た
。
（
完
）

⑪

盆地の町の野菜売り

衞
本　

成
美　
え
も
と　

な
る
み―

 

　

１
９
２
４
年
、
当
時
の
大
野
郡
千
歳
村
に
生
ま
れ
る
。
１
９
４
４
年
、
熊
本
市
の
陸
軍
工
兵
部
隊
で
兵
役

従
事
。
１
９
４
９
年
、
教
職
に
就
く
。
臼
杵
市
、
旧
大
野
郡
（
三
重
、
緒
方
、
朝
地
ほ
か
）
の
各
中
学
校
に

て
勤
務
。
退
職
後
は
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
長
を
務
め
る
。
著
書
に
「
だ
ん
ご
じ
る
先
生
」、「
渡
し
舟
の

あ
っ
た
川
」
な
ど
。
豊
後
大
野
市
三
重
町
在
住

　
「
豊
後
竹
田
の
駅
に
降
り
立
つ
と
、『
荒
城
の
月
』
の
音
楽
と
、
駅
前
の
乙
女
の
像
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

―
 

戦
争
の
頃
が
あ
り
ま
し
た
。
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
、
高
原
の
村
か
ら
町
へ
、
野
菜
行
商
に
来
る
お
じ
い

さ
ん
が
い
ま
し
た
。
戦
争
と
平
和
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
物
語
を
書
い
て
み
ま
し
た
」(

衞
本
成
美)
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岡
城
は
、
文
治
元
年（
１
１
８
５
）

豊
後
武
士
団
の
頭
領
で
あ
っ
た
緒
方

三
郎
惟こ
れ

栄よ
し
が
、
源
頼
朝
と
仲
違
い
を

し
て
い
た
義
経
を
迎
え
入
れ
る
た
め

築
城
し
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

  

緒
方
惟
栄
は
、
祖
母
大
明
神
を
祖

と
あ
お
ぎ
、
大
蛇
の
末
裔
と
称
す
る

豊
後
大
神
氏
の
子
孫
で
大
野
郡
緒
方

荘
司
で
し
た
。

  

岡
城
築
城
説
前
年
の
元
暦
元
年

（
１
１
８
４
）惟
栄
は
、
平
家
方
の
拠

点
と
な
っ
て
い
た
宇
佐
神
宮
焼
き
打

ち
の
前
代
未
聞
の
大
事
件
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。
源
頼
朝
の
平
家
討
伐
に

大
功
を
立
て
恩
赦
を
得
ま
す
が
、
平

家
滅
亡
後
の
後
白
河
法
皇
と
頼
朝
の

対
立
に
よ
り
文
治
元
年
、
惟
栄
は
源

義
経
の
謀
反
に
従
っ
た
と
し
て
、
摂

津
国（
兵
庫
県
）大だ
い
も
つ
う
ら

物
浦
か
ら
出
航
中

に
捕
ら
わ
れ
、
上
野
国（
群
馬
県
）沼

田
荘
に
配
流
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
南
北
朝
期
の
建
武
の
頃

（
１
３
３
３
～
３
８
）に 

志
賀
貞さ
だ
と
も朝

が
築
城
し
た
と
す
る
説
、
さ
ら
に

同
時
代
の
康
安
２
年（
１
３
６
２
）に 

少し
ょ
う
に
ふ
ゆ
す
け

弐
冬
資
が
岡
城
築
城
に
起
因
す
る

説
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
前
二
説
は

中
世
史
研
究
者
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ

て
お
り
、
後
者
も
疑
問
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
歴
史
上
に
城
と
し
て
姿

を
現
わ
し
始
め
る
の
は
、
大
野
荘
志

賀
村
を
出
身
地
と
す
る
志
賀
氏（
北

志
賀
氏
）が
、応
安
２
年（
１
３
６
９
）

以
降
に
直
入
郷
の
検
断
職
を
得
て
か

ら
で
す
。

　
こ
の
後
、
岡
城
を
有
名
に
し
た
の

は
戦
国
時
代
末
期
の
天
正
14
～
15

年（
１
５
８
６
～
８
７
）の
、
島
津
軍

の
豊
後
侵
攻（
豊
薩
戦
争
）に
際
し
て
、

豊
後
南
郡
衆
が
島
津
軍
に
内
応・
投

降
し
た
中
に
あ
っ
て
、
岡
城
主
志
賀

親ち
か
よ
し次
は
、
滑
瀬
口
か
ら
の
島
津
軍
の

猛
攻
に
堪
え
、
岡
城
を
天
下
の
嶮
城

た
ら
し
め
た
の
で
し
た（「
大
友
興
廃

記
」）。
当
時
の
主
要
城
郭
は
現
岡
城

跡
の
東
部
の
廟
所
跡・
下
原
口
あ
た

り
に
あ
り
、
挾は
さ

田だ
・
十そ
う
が
わ川
の
村
落
が

い
わ
ゆ
る「
ま
ぼ
ろ
し
の
城
下
町
」で

あ
っ
た
の
で
す
。

岡
城
を
築
城
し
た
の
は

緒
方
三
郎
惟
栄
？

↑柱穴が残る滑瀬橋跡（白滝川）

　

国
の
文
化
審
議
会（
西
原
鈴
子
会
長
）は
７
月
15
日
、
当

市
の「
旧
竹
屋
書
店　

店
舗
兼
主
屋
・
土
蔵
」、「
竹
田
市
公

民
館
竹
田
分
館（
旧
一
味
楼
）」、「
塩
屋
旧
大
蔵
」を
含
む
、

新
た
に
１
７
８
件
の
建
造
物
を
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

旧
竹
屋
書
店
、
竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館
、
塩
屋
旧
大
蔵

「
国
の
登
録
有
形
文
化
財
」

の
登
録
へ

↑旧竹屋書店

↑塩屋旧大蔵 ↑竹田分館

　
国
指
定
史
跡「
岡
城
跡
」の
駐
車
場

に
あ
る
岡
城
会
館
は
、
施
設
の
老
朽

化
や
観
光
客
の
減
少
等
の
理
由
に
よ

り
、
今
年
11
月
末
を
も
っ
て
営
業
を

終
了
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

岡
城
会
館
の
管
理・
運
営
を
す
る

岡
城
開
発
セ
ン
タ
ー
（
板
井
良
助
社

長
）は
、
昭
和
48
年（
１
９
７
３
）に

竹
田
商
工
会
議
所
の
会
員
ほ
か
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
は

市
か
ら
借
り
受
け
、
昭
和
49
年
に
完

成
し
ま
し
た
。

　
以
来
37
年
間
、「
岡
城
跡
」に
登
城

す
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場

所
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
会
館
は
11
月
末
に
営
業
を
終
了
し
、

建
物
は
翌
年
２
月
末
ま
で
に
取
壊
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
市
と
し
て
は
、
８
月
中
に
検
討
委

員
会
を
設
立
し
ま
す
。

　
こ
の
会
館
は
、
市
民
に
と
っ
て
も

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
施
設
。
同
時
に
、

市
民
の
誇
り
で
あ
る『
岡
城
跡
観
光
』

に
お
け
る
重
要
な
場
所
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
ま
す
。
竹
田
ら
し
い
魅
力
あ

ふ
れ
る
拠
点
と
な
る
よ
う
に
、
跡
地

利
用
は
早
急
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

↑岡城跡の駐車場にある「岡城会館」
　背景には、岡城跡西の丸石垣がそびえる

史跡 岡城跡公開
検討委員会を設立へ

岡城会館は11月末で営業が終了になります

「撤退の危機」を
「飛躍」への一歩へ!!

竹田市民なら知っておきたい！

岡城の魅力再発見 ①

新連載「岡城遺産」
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愛
情
を
込
め
た

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
大
事
で
す
ね

今月のひと

　大会前、生まれて初めて見に行った牛の『市場』。
思い描いていた光景が目前に広がり、感動に包まれ
る。松尾健太さんにとって、それは「牛」に、完全
にハマる瞬間でした―

松ま
つ 

尾お  

健け
ん 

太た

（
大
分
県
立
三
重
総
合
高
校
久
住
校
３
年
・

都
野
中
学
校
出
身
）

第
62
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
家
畜
審
査
競
技
会

〔
肉
牛
の
部
〕に
出
場
す
る

　
６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
大
分
県

選
考
会
に
お
い
て
、
松
尾
健
太
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
10
月
25
、
26

日
に
長
崎
県
島
原
市
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
競
技
内
容
は
、
試
験
場
か
ら
準
備

さ
れ
た
牛
４
頭
を
制
限
時
間
内
に
審

査
し
、
最
も
良
い
と
思
わ
れ
る
も
の

か
ら
順
位
を
つ
け
、
そ
の
中
か
ら
ま

た
部
位
に
つ
い
て
も
同
様
に
行
わ
れ

ま
す
。

　
大
会
前
に
は
、
農
家
を
ま
わ
っ
た

り
、
市
場
に
も
足
を
運
び
、
牛
を『
見

る
目
』を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
松
尾
さ
ん
の
家
で
は
、
牛

を
飼
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
影
響

を
受
け
て
育
ち
、
将
来
は
畜
産
関
係

の
仕
事
に
就
く『
夢
』を
抱
い
て
い
ま

す
。

　

全
国
大
会
で
は「
久
住
校
に
貢
献

で
き
る
成
績
を
残
し
た
い
」と
静
か

に
燃
や
す
闘
志
。
大
き
な
希
望
の
星

は
、
全
国
大
会
の
空
で
誰
よ
り
も
光

り
輝
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

輝
け
！
竹
田
の
星

こ
の
夏
、
全
国
大
会
・
九
州
大
会
に

出
場
す
る
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
！

竹
田
の
『
色
』
を
捉
え
て

　
竹
田
高
校
民
俗
部
は「
第
９
回
全

国
高
等
学
校
民
家
町
並
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」全
国
大
会（
民
家
の
甲

子
園
）（
７
／
31・石
川
県
小
松
市
）

に
３
年
連
続
出
場
。

　
「
竹
田
は
昔
の
も
の
と
今
の
も
の

が
異
和
感
な
く
共
存
し
て
、
包
み

込
む
よ
う
な
や
さ
し
さ
の
あ
る
町
。

こ
の
町
の
魅
力
や
素
晴
ら
し
さ
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
頑
張
り
た
い
」と
野
仲
部
長
。

未
来
が
変
わ
る
集
中
力
の
一
手

　
「
第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
将
棋
部
門・第
47
回
全
国
高
校

将
棋
選
手
権
大
会
」（
８
／
４
〜
５・

福
島
県
郡
山
市
）に
竹
田
高
校
将
棋

同
好
会
が
出
場
。
３
年
連
続
出
場

と
な
る
堀
ま
こ
と
部
長（
３
年
）は

「
１
試
合
で
も
多
く
の
勝
ち
を
取
り

に
行
け
る
よ
う
努
力
を
し
た
い
」と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

魅
せ
る
「
漢
詩
の
世
界
」

　
「
第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
」（
８
／
７・

福
島
県
会
津
若
松
市
）に
竹
田
高
等

学
校
書
道・吟
詠
部
が
出
場
。

　
「
書
道
は
自
分
の
個
性
を
出
せ
る

の
が
魅
力
。
本
番
で
は
思
い
切
っ

て
自
分
た
ち
の
書
道
を
み
せ
た
い
」

と
小
池
部
長
。
一
字
入
魂
に
す
べ

て
を
賭
け
る
！

↑重松華澄（２年）、野仲隆幸（２
年）、廣橋昂希（２年）

〔敬称略〕

↑【団体】堀まこと（３年）、橋元杏
奈（３年）、衛藤友希（３年）

　【個人】大久保美菜恵（２年）
〔敬称略〕

↑【個人】板井香奈恵
（３年）、小池真利

奈（３年）〔敬称略〕

　直入少年剣道クラブは、８月20日から福岡市で開催される「第31回九州
ブロックスポーツ少年剣道交流大会」に出場します。
直入少年剣道クラブ（監督・松尾直哉　指導者・大塚幸憲、内田郁）広橋滉
太郎（４年）、田辺真（５年）、松尾晃太（５年）、吉野空（６年）、工藤知葉（６
年）、田辺優（６年）、山田舜陽（６年）、広橋満美子（３年）、松尾紘斗（２年）

〔敬称略〕

直入少年剣道クラブが九州大会出場へ
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伝
統
文
化
を
後
世
に
残
す
た
め
、

合
併
後
の
竹
田
市
民
が
み
ん
な
で
踊

れ
る
民
謡
を
つ
く
ろ
う
と
、
平
成
８

年
に
市
民
の
手
で
復
活
し
た
城
下
町

の
民
謡『
竹
田
甚
句
』を
基
調
に
、
新

た
に
歌
詞
と
振
付
を
つ
け
た『
竹

田
踊
り（
新
竹
田
甚
句
）』が
完
成
し
、

披
露
会
が
７
月
11
日
、
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
竹
田
市
盆
踊
り
保
存
会
の
佐
藤
文

男
会
長
は「
み
ん
な
で
歌
っ
て
踊
れ

る
民
謡
の
誕
生
を
渇
望
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
竹
田
踊
り
は
、
１
番
か

ら
４
番
は
旧
１
市
３
町
を
謳う
た

い
、
５

番
は〝
新
竹
田
市
全
体
〟を
謳う
た

っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
歌
っ
て
踊
っ
て
、

ひ
と
つ
の
大
き
な
輪
に
な
れ
た
ら
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

↑「荒城の月」を歌う竹田
小学校児童のみなさん

　（竹田小学校体育館）

採
譜
・
橋
本
俊
太
郎　

作
詞
・
伊
藤
信
一
郎

編
曲
・
佐
藤
文
男　
　

振
付　

竹
田
市
舞
踊
連
盟

竹
田
踊
り
（
新
竹
田
甚
句
）

豊
後
山
里　

竹
田
の
ま
ち
は

春
は
桜
の　

花
に
浮
か
ぶ
や　

岡
城
阯

コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ　

さ
の
花
の
城

豊
後
山
里　

久
住
の
ま
ち
は

夏
の
夏
越
の　

山
車
で
に
ぎ
わ
う　

山
の
ま
ち

コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ　

さ
の
飾
り
山

豊
後
山
里　

荻
の
ま
ち
は

秋
は
紅
葉
を　

水
に
浮
か
べ
る　

白
水
の
滝

コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ　

さ
の
散
紅
葉

豊
後
山
里　

直
入
の
ま
ち
は

冬
は
長
湯
の　

湯
の
香
ほ
ん
の
り　

湯
上
が
り
美
人

コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ　

さ
の
お
湯
の
花

豊
後
山
里　

竹
田
の
ま
ち
は

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ　

祖
母
と
く
じ
ゅ
う
と　

湧
く
清
水

コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ　

さ
の
里
自
慢

「
竹
田
踊
り
」
で
市
民
の
心
を
ひ
と
つ
に

　

楽
聖・
瀧
廉
太
郎
の
命
日
を
前

に
し
た
６
月
26
日
、「
瀧
廉
太
郎

の
歌
を
う
た
う
会
」主
催「
１
０
９

回
忌
追
悼
祭
」が
瀧
廉
太
郎
記
念

館
の
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
列

者
全
員
で
瀧
廉
太
郎
の
少
年
像
に

献
花
。
今
年
は
献
奏
と
し
て
、
梅

木
副
市
長
が「
地
球
へ
」（
作
詞
作

曲・梅
木
純
）、
歌
を
う
た
う
会
は

40
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た
瀧
廉
太

郎
の
作
曲「
卒
業
式
歌
」を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
瀧
家
親
族
を
代
表
し

て
浅
野
喜
代
子
さ
ん
は「
み
な
さ
ん

が
い
つ
ま
で
も
讃
え
て
く
だ
さ
る

心
、
お
そ
ら
く
廉
太
郎
大
お
じ
も

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
」と
、
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
命
日
の
29
日
に
は
、
廉

太
郎
の
母
校・竹
田
小
学
校
で
、
顕

彰
行
事「
瀧
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
全
校
児
童
で
歌
っ
た「
荒

城
の
月
」は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
し
て
、

先
の
大
震
災
で
被
災
地
と
な
っ
た

姉
妹
都
市
仙
台
市
の
土
井
晩
翠
氏

ゆ
か
り
の
小
学
校
に
届
け
ら
れ
る

そ
う
で
す
。

  子どもたちに国際感覚を身につけて
もらおうと、立命館アジア太平洋大学
（ＡＰＵ）の学生たちを竹田に招き、岡
藩城下町400年プレ事業「キッズサミッ
ト in 竹田」が７月３日、竹田市総合社
会福祉センターで開催されました。
　今回、市内の小学生（４～６年生）
41名が参加し、「押し花体験」や「郷土
料理体験」等を通して、国際交流を図
りました。

竹田は心のふるさと　楽聖・瀧廉太郎を偲ぶ「キッズサミット in 竹田」開催！

↑料理教室では「ちらしずし」や「鶏ごぼう汁」
などをみんなで楽しく調理

↑親しみやすい振付で「竹田おどり」を踊る竹田市舞踊連盟を
はじめとした踊り子のみなさん

↑昭和初期、「竹田甚句」などの民謡は市民にとっては
なじみの深いものでした（写真提供／後藤幸子）

↑廉太郎少年像の前で合唱する
梅木副市長と「瀧廉太郎の歌
をうたう会」のみなさん
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　６月25日、愛知県名古屋市で「東海地区豊
後竹田会」が開催され、山本英次会長ほか15
名が参加。竹田からは後藤眞志竹田高校同
窓会長、西山竹田高校教頭、竹田市商工観
光課長が出席し、竹田市の現況や、竹田高
校の現在の取り組み等を報告しました。

↑竹田高校ラグビー部の首藤幹陽主将

首
藤
幹
陽
さ
ん
が

全
国
高
校
合
同

ラ
グ
ビ
ー
大
会
出
場
へ

  

７
月
９
日
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
で

明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
、

『
第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

竹
田
市
民
大
会
』が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
広
報
ビ
デ
オ
観

賞
や
市
内
中
学・高
校
生
に
よ
る
意

見
発
表
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
め
よ
う
！
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
７
月
12
日
、
竹
田
市
農
業
委
員
会

委
員
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。当
選
者
は
以
下
の
と
お
り〔
敬

称
略
〕

【
竹
田
東
部
選
挙
区
】本
田
賢
二
、
大
塚

博
士
、
吉
岡
孝
士
、
古
澤
俊
孝　
【
竹

田
西
部
選
挙
区
】佐
藤
典
二
、
甲
斐
英

一
、
斎
藤
文
雄　
【
竹
田
南
部
選
挙
区
】

渡
辺
恭
介
、
佐
藤
一
博
、
廣
瀨
章
司　

【
竹
田
北
部
選
挙
区
】渡
部
修
身
、
長
野

幸
生
、
古
庄
京
子
、
麻
生　

定　
【
荻

選
挙
区
】後
藤
紀
美
昭
、
山
村
和
男
、

池
永
寅
生
、
工
藤
房
士
、
赤
木
孝
男
、

山
本
昭
雄　
【
久
住
選
挙
区
】神
田
定

義
、
吉
村
政
文
、
伏
田
誠
一
、
首
藤
強
、

佐
藤
哲
雄
、
志
賀
一
幸　
【
直
入
選
挙

区
】郷　
悟
見
、森
田
牧
男
、大
塚
正
勝
、

大
塚
征
亜
、

※
竹
田
北
部
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
得
票

順
、
そ
の
他
の
選
挙
区
は
、
届
出
順

竹
田
市
農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

　
６
月
24
、
25
日
の
両
日
、
静
岡
県

藤
枝
市
で
開
催
さ
れ
た「
第
59
回
全

国
乾
椎
茸
品
評
会
」の
乾
椎
茸
冬
菇

の
部
に
お
い
て
、
大
分
県
椎
茸
農
協

理
事
の
堀
恭
博
さ
ん（
滝
部・
72
歳
）

が
４
年
連
続
と
な
る
林
野
庁
長
官
賞

（
一
等
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
堀
さ
ん
は
、
長
年
椎
茸
栽
培
に
励

み
、
独
自
の
発
想
と
研
究
、
そ
し
て

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
高
品
質
乾

椎
茸
の
生
産
技
術
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　
「
多
く
の
方
か
ら
お
祝
い
と
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す

来
年
に
向
け
て
、
意
欲
が
沸
い
て
お

り
ま
す
」と
、
喜
び
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
で
大
分
県
は
、

団
体
で
13
年
連
続
45
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
、
堀
さ
ん
の
ご
活
躍
が
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。

堀
恭
博
さ
ん
が

  

４
年
連
続
林
野
庁
長
官
表
彰
の
快
挙
！

↑「晩年になってから、収穫時期がわかるよ
うになった」と語る堀さん。努力の積み重
ねがすべて。 ↑市内中学生・高校生による意見発表

　
竹
田
市
の
将
来
像
を
、
そ
こ
に
住

む
市
民
自
ら
が
考
え
、
意
見
を
交
わ

す「
第
１
回
ま
ち
づ
く
り
工
房
」が
７

月
15
日
の
荻
地
域
を
皮
切
り
に
市
内

５
か
所
で
始
ま
り
ま
し
た
。（
写
真

は
17
日
の
直
入
会
場
）

　

テ
ー
マ
は「
日
常
生
活
で
の
お
困

り
ご
と
と
後
世
に
残
し
た
い
風
景
」。

班
ご
と
に
話
し
合
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
魅
力
と
不
満（
強
み
と
弱
み
）

が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
の
情
報
共
有

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
房
は
計
３
回
、
今
後
９
月

と
11
月
に
も
行
わ
れ
、
貴
重
な
意
見

は
本
年
度
策
定
す
る
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
や
景
観
計
画
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
の
根
幹
を
な
す
城
下
町
再
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
将
来
の
竹
田
を
描
く
絶
好
の
機
会

で
す
の
で
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
を
描
く
「
ま
ち
づ
く
り
工
房
」
開
催

 今年３月に行われた「九州高等学校10人制ラ
グビー大会」の活躍が認められ、全九州チーム
のメンバーに選ばれた竹田高校ラグビー部主
将・首藤幹陽さん（３年）。
　７月25～28日に長野県上田市・菅平高原国
際リゾートセンターで開催される「第７回全国
高校合同チームラグビー大会」に出場します。
　ポジジョンがセンターの首藤さんは「ラグ
ビーはパスをつなげることが大事。自信を持っ
てプレイし、チャンスを作りたい」と意気込み
を語ってくれました。キラリと光る活躍を期
待しています。

↑活発な意見交換が行われた直入会場

東
海
地
区
か
ら

　

  

故
郷
へ
の
熱
い
思
い
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東
洋
の
ロ
ダ
ン
と
い
わ
れ
、
竹

田
市
の
名
誉
市
民
第
１
号
で
も
あ

る
朝
倉
文
夫
は
豊
後
大
野
市
朝
地

町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
16
年

の
こ
と
で
す
。
10
歳
の
時
に
衆
議

院
議
員
朝
倉
親
為
の
弟
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
。

　
彫
刻
家
で
あ
り
、
兄
で
あ
る
渡

辺
長
男
を
頼
っ
て
上
京
し
て
東
京

美
術
学
校
に
進
み
ま
す
。
38
歳
で

美
術
学
校
の
教
授
と
な
り
、
高
村

光
太
郎
と
並
び
称
さ
れ
る
彫
刻
家

に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
23
年
に
は
文
化
勲
章
を

受
章
し
、
33
年
に
日
展
の
顧
問
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
昭
和
39
年
に
81
歳

の
生
涯
を
終
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
あ
る
幾
つ
か
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。
竹
田
市
文
化
会
館

玄
関
前
に『
生
誕
』、ロ
ビ
ー
に『
三

相
』が
あ
り
ま
す
。
竹
田
駅
前
の

『
時
の
流
れ
』市
役
所
前
の『
翼
に

続
け
』が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
人

物
で
は
、
岡
城
跡
の『
瀧
廉
太
郎

像
』西
光
寺
の『
藤
丸
警
部
像
』も

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
兄
、
渡
辺
長
男
も
市
内
に
多
く

の
彫
刻
を
残
し
て
お
り
、
広
瀬
神

社
下
の『
廣
瀬
武
夫
胸
像
』な
ど
も

有
名
で
す
。

　
朝
倉
文
夫
に
関
す
る
資
料
は
竹

田
市
立
歴
史
資
料
館
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
誕
地
の
豊

後
大
野
市
朝
地
町
に
は
、
朝
倉
文

夫
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。
国
道
の

朝
地
ト
ン
ネ
ル
入
口
か
ら
車
で
10

分
ほ
ど
の
所
で
す
。
記
念
館
に
は

『
墓
守
』を
始
め
と
す
る
多
く
の
作

品
が
見
ら
れ
、
朝
倉
文
夫
が
猫
を

大
事
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

猫
を
題
材
に
し
た
作
品
も
多
い
で

す
。

　
竹
田
駅
前
に
あ
る『
時
の
流
れ
』

で
は
、
制
作
し
た
の
が
大
正
時
代

で
あ
り
、
女
性
の
裸
体
を
扱
っ
た

作
品
で
あ
る
た
め
社
会
問
題
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
当
初
は
、
東

京
美
術
学
校
内
で
特
別
展
示
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
衛
藤　
頼
光
）

東洋のロダン　朝
あさ

倉
くら

文
ふみ

夫
お↑ 彫刻家  朝倉文夫

城
原
小
学
校

　
城
原
小
学
校
は
、
校
歌
に
あ
る
よ

う
に
祖
母
山
、
久
住
山
そ
し
て
遠
く

に
は
阿
蘇
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
学
校
で
す
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も

達
は
毎
日
、
体
を
き
た
え
、
智
を
み

が
き
、
足
な
み
そ
ろ
え
て
（
こ
れ
も

校
歌
に
あ
り
ま
す
。）
学
習
に
、
生
活

に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
、
城
原
小
で
は
、
城
原
を
知

り
、
城
原
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て

る
と
と
も
に
、『
人
と
の
交
流
』
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
例

と
し
て
、「
田
ん
ぼ
の
先
生
」
七
名

を
お
迎
え
し
て
の
田
植
え
が
あ
り
ま

す
。
先
日
、
苗
の
植
え
方
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
植

え
た
稲
は
、
稲
刈
り
、
収
納
（
し
の

う
）
を
経
て
、
11
月
の
「
城
原
っ
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
中
で
お
に
ぎ

り
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
方
、
お
家

の
方
、
そ
し
て
子
ど
も
達
み
ん
な
で
、

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
す
。
次

は
、
サ
ッ
カ
ー
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
の

選
手
・
コ
ー
チ
と
の
交
流
で
す
。
普

段
野
球
に
打
ち
こ
ん
で
い
る
城
原
小

の
子
ど
も
達
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
と
ふ
れ
あ
う
経
験
が
生
き
る
だ
ろ

う
と
考
え
、
県
の
事
業
に
申
し
込
み
、

実
現
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
通
し
た

運
動
、
選
手
・
コ
ー
チ
へ
の
質
問
な

ど
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

質
問
「
試
合
で
緊
張
し
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
？
」

　

答
え
「
練
習
を
積
み
、
自
信
を
持

つ
こ
と
で
す
。」

な
ど
、
今
後
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
、

素
敵
な
（
？
）
や
り
と
り
も
あ
り
ま

し
た
。

　
３
つ
目
は
、
竹
田
市
と
音
楽
姉
妹

都
市
で
あ
る
仙
台
市
の
小
学
校
と
の

交
流
で
す
。
あ
の
東
日
本
大
震
災
が

起
き
た
後
、
子
ど
も
達
か
ら
励
ま
し

の
歌
声
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
し
て
送

ろ
う
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
竹
田
市
仙
台
事

務
所
の
所
長
さ
ん
が
受
け
取
り
に
来

て
く
れ
た
り
、
そ
の
様
子
が
向
こ
う

の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
た
り
し
ま

し
た
。

　

ま
た
城
原
小
の
子
ど
も
達
も

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
仙
台
市
の
子
ど
も

達
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
城
原
小
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
学
校

内
で
子
ど
も
達
に
力
を
つ
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
地
域
の
方
や
お
家
の
方

そ
し
て
様
々
な
経
験
を
し
て
き
た

方
と
の
交
流
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

城
原
小
の
子
ど
も
達
18
人
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
か
が
や
い
て
い
け
る
こ

と
を
願
っ
て
。　　
　
　
（
深
田
敏
彦
）

↑大分トリニータ選手との交流

か
が
や
け
18
人 

〜
人
と
の
交
流
を
通
し
て
〜↑被災地である仙台の小学校に送ったビデオレ

ターは、大きな反響を呼んだ
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竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810
荻支所いきいき市民課  ☎68-2211
久住支所いきいき市民課  ☎76-1111
直入支所いきいき市民課  ☎75-2142

今
月
の〔

食
育
〕レ
シ
ピ

◆ニラそうめん

〈材料〉４人分
　そうめん　　　　６束（300ｇ）
　ニラ　　　　　　200ｇ
　コーン（粒）　　　40ｇ
　薄口醤油　　　　大さじ２
　水またはだし汁　１カップ
　みりん　　　　　大さじ１
　豆板醤　　　　　小さじ1/2 ～１

　ごま油　　　　　　小さじ１
　ちりめんじゃこ　　40ｇ
　トマト　　　　　　１個
　かぼす　　　　　　１個

〈今月の食材〉ニラ

【作り方】
１．鍋にカッコの調味料とちりめんじゃ

こを合わせて火にかける。煮立ったら細
かく刻んだニラを加え、ひと混ぜして火
からおろし、ボールに移し氷水をあてて
冷ます。コーンとゴマ油も加える。

２．そうめんを茹で、流水で冷ましてザ
ルにあげ、１に混ぜる。

３．皿につぎわけ、トマトで飾り、くし形
に切ったカボスを添えて好みでしぼっ
ていただく。

　旬は春先～初夏ですが、スタミナをつける食材として真夏に
もよく利用されます。βカロテンやビタミンＢ１、Ｂ２、Ｃ、Ｅ、
カルシウム、カリウム、鉄などの栄養素が含まれていますが、
香り成分のアリシンには血液サラサラ効果や、消化促進、食欲
増進効果があるとともに、ビタミンＢ１の吸収率を高めてくれ
るので、疲労回復や夏バテ予防に効果を発揮します。ビタミン
Ｂ１が多い豚肉やレバーと一緒に調理するのは理にかなった食
べ方ですが、栄養分をできるだけ摂取するには、手早く調理し
加熱しすぎないことがポイントです。
　暑い夏、食事をそうめん等で簡単に済ませる方も多いと思い
ますが、そこにニラをプラスするだけで様々な効果が期待でき
ますから試してみてくださいね。

　

竹
田
市
で
は
、「
や
す
ら
ぎ
と
安

心
に
満
ち
た
支
え
あ
う
く
ら
し
」を

実
現
す
る
た
め
に
、
多
く
の
健
康
づ

く
り
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
自
治
会
単
位
で
活
動
し
て
い

る「
愛
育
保
健
推
進
員
会
」に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
目　

的
】 

市
民
が
主
体
的
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
互

い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

自
治
会
単
位
で
の
健
康
づ
く
り
活
動

を
企
画
し
推
進
し
ま
す
。

【
自
治
会
で
の
役
割
】 

健
康
づ
く
り

活
動
の
お
世
話
役
と
し
て
、
自
治
会

長
等
と
の
連
絡
調
整
を
し
ま
す
。

【
活
動
内
容
】「
声
か
け
」・「
話
し
合

い
」・「
行
政
と
の
連
絡
調
整
」な
ど

で
、
話
し
合
い
の
中
か
ら
自
治
会
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
健
康
学
習
会
を
企

画
し
開
催
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、「
健

康
」を
入
口
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
は
、
次
の
４
つ
で

す
。

①
健
康
学
習
会
・
講
演
会

②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ス
ポ
ー

ツ
大
会

　
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

③
食
生
活
に
関
す
る
実
習

　
・
高
齢
者
の
食
事
や
子
ど
も
の
お

や
つ
作
り
な
ど

④
環
境
整
備
事
業

　
・
草
刈
り
や
空
き
缶
拾
い
な
ど

【
活
動
状
況
】　

平
成
23
年
度
は
、

３
８
８
人
の
推
進
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度
の
活
動

状
況
に
つ
い
て（
図
１
）

　
活
動
に
参
加
す
る
人
が
、
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
２
年
間
で
延
べ
参

加
者
数
が
、
４
、３
４
０
人
増
え
て

い
ま
す
。　
　
　
　

　
健
康
づ
く
り
は
、
一
人
で
は
な
か

な
か
進
み
ま
せ
ん
。
家
族
や
地
域
の

方
々
と
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
で
の「
声

か
け
」や「
話
し
合
い
」の
積
み
重
ね

が
、
地
域
の
き
ず
な
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
今
年
度
、
自
治
会
で

計
画
さ
れ
て
い
る
活
動
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

声
か
け
て  

つ
な
ご
う
竹
田
に  

愛
育
の
輪

竹
田
市
愛
育
保
健
推
進
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
平
成
22
年
度
）

■年度別愛育保健推進員会
　活動状況（図１）

年　度 回数 述べ参加
人　　数

平成20年度 299回 9,370

平成21年度 375回 11,415

平成22年度 466回 13,710

↑竹田地区健康学習会風景
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■竹田市立図書館
  TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
  TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
  TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
８月の
お知らせ

８　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

※カレンダー中の白抜きの日が
休館日です。

日時　８月24日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊ご案内
〔一般の本〕
・ホームレス歌人のいた冬　　　　　　　三　山　　　喬
・金子兜太の俳句塾　　　　　　　　　　金　子　兜　太
・原発のウソ　　　　　　　　　　　　　小　出　裕　章
・道絶えずば、また　　　　　　　　　　松　井　今朝子
・星守る犬　小説　　　　　　　　　　　原　田　マ　ハ
・天丼はまぐり鮨ぎょうざ　　　　　　　池　部　　　良
・左手一本のシュート　　　　　　　　　島　沢　優　子
・ブタとおっちゃん　　　　　　　　　　山地　としてる
〔子どもの本〕
・いい夢ひとつおあずかり　　　　　　　小松原　宏　子
・あさがおさいた　　　　　　　　　　　大久保　茂　徳
・原発を考える５０話　　　　　　　　　西　尾　　　獏
・世界は気になることばかり　　　　　　五　味　太　郎
・もったいないばあさんのいただきます　真　珠　まりこ

他、250冊ほど入りました

日時　８月10日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「沈み橋を渡る」
吉良　幸生（中日出版社）

　竹田士族隊は戦争の大義名分
もない、しかも勝機も遠のいた
西郷軍に、なぜ大挙して肩入れ
したのか……その謎に迫る。郷
土の作家が描く歴史小説です。
竹田が舞台となり繰り広げられ
る西南戦争に思いを馳せてみま
せんか……

「つなみ」 被災地のこども80人の作文集

（文芸春秋）

今
月
の
読
み
聞
か
せ

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

　いかに今回の地震のすさまじさ
と怖さを伝えるかということを

「子どもの眼」、つまり震災を体験
した子どもたち自身の手で作文を
書いてもらうことが一番ではない
かとの想いから生まれた一冊です。
一人でも多くの人たちに気持ちが
伝わりますように……。

※夏休みは図書館へ！
涼しいお部屋でゆっくり
と過ごしませんか
たくさんの本があなたを
待っています!!　

ＮＨＫ大分放送局開局70周年記念
ＮＨＫ公開セミナー「スペシャルドラマ ～坂の上の雲～」

　ＮＨＫ大分放送局開局70周年を記念し、「ＮＨＫ公開セミナー」を開催します。スペシャルドラマ「坂の上の
雲」をテーマに、ドラマの魅力や見どころ、撮影秘話など、ドラマをより一層楽しんでいただくためのトーク
セミナーです。「坂の上の雲」のドラマで使用した衣装や小道具などの展示も行います。
　観覧をご希望の方は、下記によりお申し込みください。
●主　　催　ＮＨＫ大分放送局、ＮＨＫ文化センター、竹田市　※入場無料
●日　　時　10月１日㈯　午後１時開場・午後１時30分開演・３時終了（予定）
●会　　場　竹田市文化会館大ホール
●講　　師　藤本隆宏（俳優・広瀬武夫役）、藤澤浩一（NHK番組制作チーフ・プロデューサー）
●観覧申込　１．申込み方法◇電話またはＦＡＸ【先着順で定員（約千人）になり次第締め

切り】◇５人まで申し込み可◇申し込みの際、①代表者の方の名前②郵便
番号③住所④電話番号⑤（複数でお申し込みの場合）参加される方の名前
をお知らせください。

　　　　　　２．申込先　竹田市観光ツーリズム協会「ＮＨＫ公開セミナー」係
　　　　　　　◇電話  0974-63-0585　◇FAX  0974-64-1127
　　　　　　３．入場整理券　９月15日㈭頃から順次郵送します。
●お問い合わせ先　竹田市観光ツーリズム協会　電話 0974-63-0585（午前９時〜午後５時）
　　　　　　　　ＮＨＫ大分放送局　電話 097-533-2813（平日：午前10時〜午後６時）
●ホームページ　ＮＨＫ　http://www.nhk.or.jp/oita　竹田市　http://www.city.taketa.oita.jp/

広瀬武夫役  藤本隆宏さん
　　　　　　 （竹田特命大使）

がやってきます！

おことわり 「知産知消のすすめ」、「シリーズほろにが」はお休みします。（秘書広報係）



27 2011年８月発行27 2011年８月発行
題字・草刈樵峰　絵・大嶋英子

竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

　

幼
少
の
頃
か
ら
欠
か
さ
ず
読
ん

で
い
る
広
報「
た
け
た
」へ
の
執
筆
依

頼
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

故
郷
へ
の
貢
献
と
い
う
事
で
感
慨
深

い
想
い
で
す
。

　
荒
城
の
月
と
緑
と
花
の
町
～
竹
田

で
生
を
受
け
て
か
ら
早
い
も
の
で
35

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
ま

で
を
竹
田
市
で
過
ご
し
、
大
学
時
代

か
ら
岡
山
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
現

在
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
や
シ

ス
テ
ム
開
発
を
主
軸
と
し
た
会
社
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
長
期
休
暇
の
際

に
は
必
ず
帰
省
し
て
い
る
の
で
す

が
、
過
疎
化
の
現
状
を
目
に
す
る
度

に
さ
び
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で「
こ
の
ま

ま
で
は
い
か
ん
。な
ん
と
か
し
た
い
」

と
い
う
想
い
は
強
ま
る
ば
か
り
で
す
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
日
々
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
竹
田
市
を
復
興
さ
せ

よ
う
と
自
ら
立
ち
上
が
っ
た
同
級
生

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
のm

ixi

［
ミ
ク
シ
ィ
］で
再
会
し
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域
復

興
事
業
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
私

も
シ
ス
テ
ム
開
発
や
デ
ザ
イ
ン
制
作

で
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

事
業
と
は
、
去
る
７
／
23
に
オ
ー
プ

ン
し
た
地
域
活
性
化
Ｓ
Ｎ
Ｓ「
竹
田

市
場
」(http://taketa-ichiba.jp)

で

す
。（
市
報
７
月
号
Ｐ
15
に
掲
載
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
略
で
、
ブ

ロ
グ
やm

ixi

、Twitter

、Facebook

と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

一
つ
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
竹
田
を

離
れ
た
人
や
竹
田
在
住
の
人
と
簡
単

に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

竹
田
を
離
れ
た
方
で
も「
竹
田
を
よ

く
し
た
い
！
」と
思
っ
て
い
る
方
は

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
外

か
ら
竹
田
を
見
る
こ
と
で
、「
こ
う

す
れ
ば
よ
く
な
る
」と
い
う
案
が
客

観
的
に
具
体
策
と
し
て
出
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
が
２
人
、
３
人
…
と
集
ま

れ
ば
、
と
て
も
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
台
頭

し
て
き
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
竹
田
市

復
興
に
向
け
て
動
く
と
き
だ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
城
下
町
～
竹
田
で
す
が
、

秘
め
て
い
る
力
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
岡
城
跡
、
竹
楽
、
温
泉
、
名
水

…
数
え
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

竹
田
で
は
家
の
冷
蔵
庫
に
必
ず1

本

は
入
っ
て
い
る
と
い
う
、
カ
ボ
ス
Ｃ

サ
ワ
ー
も「
竹
田
市
が
世
界
に
誇
る

ス
ー
パ
ー
ド
リ
ン
ク
」と
言
っ
て
も

い
い
く
ら
い
、
濃
厚・
ス
ッ
キ
リ
な

果
汁
飲
料
で
す
。
私
も
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
宣
伝
し
て
配
っ
て
い
ま
す
が

大
好
評
で
す
。
こ
う
い
っ
た
隠
れ
た

素
材
を
Ｐ
Ｒ
し
つ
つ
、
人
と
人
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
現
実
世
界
で
集
ま

り
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
元
復
興
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
よ
く
わ
か

ら
ん
」と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。「
携

帯
ぐ
ら
い
し
か
使
わ
な
い
か
ら
…
」

と
言
っ
て
い
る
あ
な
た
。
今
か
ら
で

も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
か
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
に
登
録
し
て
、
同
級
生
や
先

輩
、
後
輩
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
つ
な
が
っ
て
く
だ
さ

い
。
と
も
に
語
り
合
っ
て
故
郷
を
良

く
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

竹
田
市
の
復
興
は
現
在
進
行
形
で
す
。

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
。
や
れ
ば
で

き
る
！
が
ん
ば
ろ
う
竹
田
！

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

　
　
　
　

  

活
用
し
て
、

今
こ
そ
竹
田
復
興
を
！

後
ご

  藤
とう

　  誠
まこと

  株式会社ＣＯＤＥ５４　代表取締役

略　歴
１９７６年　竹田市生まれ。豊岡小学校、竹田中学校、竹田高校卒業
　　　　　　岡山理科大学、同大学院修了
２００１年　システムエンジニアとして開発会社に就職
２００４年　個人事業としてＣＯＤＥ５４を設立
２００５年　有限会社へ組織変更
２００６年　株式会社へ組織変更
２００８年　岡山アークバレー会長に就任
２０１０年　岡山ＷＥＢクリエイターズ代表に就任
２０１１年　CSS Nite in OKAYAMA代表に就任
岡山市在住。オーナーの傍らラジオ出演・セミナー講師など多岐にわたり活動中。
CODE54公式サイト http://www.code54.net/
Facebookアドレス http://www.facebook.com/goto.makoto

地域活性化SNS「竹田市場」
http://taketa-ichiba.jp

※「竹田市場」で検索して下
　さい
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刷
／

い
づ

み
印

刷
今

回
の

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

再
生

紙
の

入
手

が
困

難
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
了

承
下

さ
い

。

　

水
田
や
沼
の
水
湿
地
に
生
育
す

る
高
さ
20
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。

白
い
ひ
げ
根
を
張
り
、
数
本
の
送そ
う

出し
ゅ
つ
し枝
を
伸
ば
し
て
、
そ
の
先
に
球き
ゅ
う

茎け
い

を
つ
く
り
株か
ぶ

を
ふ
や
し
ま
す
。

　

根こ
ん
せ
い
よ
う

生
葉
は
線せ
ん
け
い形
で
基
部
で
抱だ

き

合
い
ま
す
。
長
さ
は
15
㌢
、
幅
は

８
㍉
ほ
ど
で
、
中
ほ
ど
か
ら
根
元

に
か
け
て
ス
ポ
ン
ジ
状
で
分
厚
い

多た

肉に
く
し
つ質
で
す
。

　

真
夏
の
頃
、
株か
ぶ

か
ら
１
本
の
花か

茎け
い

を
立
て
、
上
部
に
１
～
２
段
に

輪り
ん
せ
い生
す
る
花か

柄へ
い

を
出
し
、
そ
の
先

端
に
１
個
純
白
で
径
２
㌢
ほ
ど
の

３
弁
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
下
段
に

花
弁
の
な
い
径
５
㍉
ほ
ど
の
ま
る

い
コ
ン
ペ
ー
ト
ー
状
の
雌め

花ば
な

を
１

～
２
個
つ
け
ま
す
が
地
味
で
目
立

ち
ま
せ
ん
。

　

細
い
葉
が
む
い
た
マ
ク
ワ
ウ
リ

の
皮
に
似
て
い
る
の
で
瓜う
り
か
わ皮
の
名

が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
里
地
の
田
ん
ぼ
の
中

で
、
わ
ず
か
に
観
察
さ
れ
ま
す

が
圃ほ
じ
ょ
う場
整せ
い

備び

な
ど
の
改か
い
へ
ん変
や
休き
ゅ
う

耕こ
う

田で
ん

な
ど
の
環
境
変
化
で
、
そ
の
個

体
は
だ
ん
だ
ん
消し
ょ
う

滅め
つ

し
て
い
ま
す
。

花
期
は
７
月
か
ら
10
月
で
す
。

郷土の植物 （270）

阿孫  久見
第77回

ウリカワ（オモダカ科）

人口のうごき
（平成23年６月30日現在）  　 

　　　　　　　　　（前月比）
人　口　24,989　人（－28人）
男　性　11,620　人（－23人）
女　性　13,369　人（－ 5人）
世帯数　10,545世帯（－11世帯）

住民基本台帳登録　

表紙・デザイン　竹蔵 TAKEGURA

平成22年８月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平成23年９月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！問秘書広報係 ☎63-1043

誕
生
お
め
で
と
う

６
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）
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大分県立芸術文化短期大学写真展
 
「LOVE & PEACE TAKETA  〜芸短生が見た感じた竹田〜」

期　間　８月１日㈪～９月30日㈮ 
時　間　11:00 ～ 22:00（木曜日を除く）
会　場　竹田温泉「花水月」２階休憩室 
※写真展へお越しの際は、花水月入浴料がかかります
●お問い合せ　竹田市企画情報課文化・地域振興室
　　　　　　　☎63-1111（内線221） 

竹田幼稚園夕涼み会　親子で夕涼みのひとときを

日　時　８月21日㈰　18:00 ～ 20:00
場　所　竹田幼稚園　　※雨天決行
参加費　子ども１人300円（ゲーム券・ラムネなどを含む）
内　容　ゲームやくじ引き、盆踊り、花火大会など
　　　　※ラムネもあります。
☆参加希望の方は5日㈮までお知らせください
●お問い合せ　竹田幼稚園　☎63-1081

瀧廉太郎記念音楽祭 第65回大会協賛 ―

アルテヴィーヴァコンサート「C
ク オ ー レ

UORE」（こころ）in 竹田 
 
　

日　時　 ８月28日㈰ 
　　　　 13:30開場　14:00開演 
場　所　久住公民館くじゅうサンホール 
入場料　大人2,000円（当日2,500円） 
　　　　高校生以下1,000円（当日1,500円） 
●お問い合せ　アルテヴィーヴァコンサート実行委員会
　　　　　　　事務局　☎080-5602-8574
　　　　　　　（ホームページ）http://arteviva.jp/

新しくできた“竹田踊り”の練習をします
日　時　８月24日㈬・30日㈫　18:00 〜
場　所　竹田市公民館　竹田分館
●お問い合せ　竹田民謡・民舞保存会
　　　　　　　☎62-3494

「竹田踊り」を披露します
第４回奥豊後の踊りを楽しむ夕べ
日時　９月３日㈯　18:00 〜 20:00
場所　竹田市文化会館大ホール　入場無料
主催　奥豊後の踊りを楽しむ夕べ実行委員会

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕 9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合  

　　　　  は開館）

○常設展　『おもしろ南画展』
　６月25日㈯～８月21日㈰
○常設展　『山水画展』
　８月27日㈯～ 10月９日㈰
　南画の代表的な画題である山水画を中心に紹介

８月21日㈰午後～８月26日㈮まで収蔵庫燻蒸のため
臨時休館します。ご迷惑をおかけしますが、よろし
くお願いします。

　　

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕 9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　  は開館）
○『平成23年度奥豊後ちょっとみ歴史展』　
　７月27日㈬～８月７日㈰
　南画と聞いて堅苦しい、難しいと感じるあなた、ぜひ
一度おいでください。

　（竹田市文化財課文化財管理センター ☎66-3618）
○『絵画とエッセイ　首藤勝次　真夜中の余技展』
　８月９日㈫午後～８月21日㈰

（事務局　☎090-3079-4980）
○『押し花いちりん草作品展』　　
　８月26日㈮午後～９月11日㈰
　自然の風景と感動的な出会いを押し花に表現した額装
やアクセサリーを展示。

（押し花教室いちりん草　☎62-4352）
　※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直
接お尋ねください。

「おおいた教育の日」エッセイ募集！ 
 「おおいた教育の日」を推進するため、県民の皆さ
んからエッセイを募集します。
募集内容　一般の部…テーマ「おおいたの子どもたちへ」 
　小・中・高・大学等の部
　　　　　　　　　…テーマ「わたしの心に残ること」
　　〔高校生以上・一般〕400字原稿用紙４枚以内
　　〔小学生・中学生〕400字原稿用紙３枚以内
　表彰・副賞　会長賞（各部１点、図書カード２万円）ほか
応募資格　県内在住、または大分県出身の方
募集期間　７月１日㈮～９月９日㈮
●お問い合せ　大分県教育の日推進会議事務局
　　　　　　　（県教育庁社会教育課）
　　　　　　　大分市府内町3-10-1 ☎097-506-5526

本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 2011 8

❶
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福　祉
児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者のみなさんへ
 ８月は現況届並びに所得状況届出の月です。この届を
出さないと、８月分以降の手当が受けられません。福祉
事務所から通知が届きましたら、必ず期間内に届出をし
てください。

児童扶養手当とは…
１．受給資格者
　手当を受けることができる人は、次の条件に当てはま
る「児童」を監護している父・母、または父母に代って

「児童」を養育している人です。
なお、「児童」とは、18歳到達後最初の3月31日までの
者、または20歳未満で政令に定める程度の障害の状態
にある者をいいます。いずれも国籍は問いません。
①父母が離婚した後、父・母と生計を同じくしていない児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が政令で定める程度の障がいにある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から1年以上遺棄されている児童
⑥父または母が法令により1年以上拘禁されている児童
⑦母が婚姻しないで生まれた児童
⑧父・母ともに不明である児童
　次のような場合手当は支給されません。
　①児童が、
　イ、日本国内に住所がないとき
　ロ、父または母の死亡について支給される公的年金給

付を受けることができるとき
　ハ、父または母に支給される公的年金給付の額の加算

の対象になっているとき
　　（※児童が障害基礎年金の子加算の対象である場合、

23年４月以降、児童扶養手当が子加算額を上回っ
ていれば、児童扶養手当の受給が可能となりました）

　ニ、労働基準法等の規定による遺族補償を受けること
ができるとき

　ホ、児童福祉施設等に入所または里親に委託されてい
るとき

　へ、父または母の配偶者（事実上の婚姻関係の場合も
含む）に養育されているとき

　②父・母または養育者が、
　イ、日本国内に住所がないとき
　ロ、公的年金給付を受けることができるとき（老齢福

祉年金を除く）
　ハ、養育者の場合は児童と別居しているとき

２．手当の額
　手当の額は下記のとおりですが、父・母に対する手当
は、支給開始月から5年または支給要件に該当した月か
ら7年を経過した時は、手当額の1 ／ 2が減額になります。
ただし、就業している場合、求職活動をしている場合、
負傷または疾病等により就業することが困難な場合、ま
たは障がいがある場合などは減額になりません。（届出
が必要です）

区　　　分 全額支給される者 一部支給される者
児童１人のとき 月額　 41,550円 月額（下記※による）
児童２人のとき 加算額　5,000円 加算額 5,000円
児童３人以上の
とき １人につき加算額 3,000円

※一部支給は本人の所得額に応じて月額41,540円から
9,810円まで10円きざみの額です。

３．支給制限
　手当を受けている人または扶養義務者や配偶者の前年
の所得が、扶養親族等の数による所得限度額以上ある場
合は、その年度（８月分から翌年の７月分まで）は、手
当の全部又は一部が支給停止されます。

４．手当を受けている方の届出の義務
　手当を受けている方は次のような届出の義務がありま

す。忘れずに必ず福祉事務所に届け出てください。
①現況届……毎年８月１日から８月31日までの間に届

け出て、引続き支給要件に該当するかどうかの審査を
受けます。

②資格喪失届……次のような場合には、早急に資格喪失
届を提出してください。

　（注意事項：資格喪失届を提出せずに手当の支払いを
受けた場合には、資格がなくなった月の翌月分以降の
手当をすべて返還していただくことになります）

○婚姻の届出をしたとき
○婚姻の届出はなくても事実上の婚姻関係（同居あるい

は同居がなくてもひんぱんに定期的な訪問・生活費の
援助があるなどの状況）となったとき

○公的年金（国民年金、厚生年金、共済年金等）を受け
るようになったとき

○児童が公的年金を受給し、又は公的年金の加算対象に
なったとき

○児童の死亡や、転出などにより監護（養育）しなくなっ
たとき

○児童が施設入所したり、里親に委託されたとき
○刑務所等に監禁中の父親・母親が出所したとき
○遺棄している児童の父・母から連絡、訪問、送金があっ

たとき
③転出届……市外へ転出の際に、提出してください。
※上記以外にも、各種の届出があります。

特別児童扶養手当とは…
１．受給資格者
　日本国内に住所を有する20歳未満の精神または身体
に中程度以上の障害を有する児童を監護する父・母、ま
たは父母に代ってその児童を養育している人に支給され
ます。
　ただし、児童が障がいを支給事由とする公的年金を受
けることができる時、または児童福祉施設等へ入所して
いる時は、手当は支給されません。

２．手当の額
　重度障がい児（１級）の場合　
　　児童１人につき　月額50,550円
　中度障がい児（２級）の場合　
　　児童１人につき　月額33,670円

３．支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が、限度額
以上ある場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）
の手当の支給は停止されます。
　くわしくは、竹田市福祉事務所までお問い合わせくだ
さい。

ひとり親家庭医療費助成について
　ひとり親家庭医療費助成について
ひとり親家庭医療費は、ひとり親家庭の親とその児童を
対象に、医療費の自己負担分を全額助成するものです。
１．受給資格者
　離婚、死別等で配偶者のいない人で、現に18歳に達
する日以後の最初の3月31日までの間にある児童を監護
している人です。
２．支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が限度額以
上ある場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）は
助成を受けることが出来ません。所得限度額は児童扶養
手当の限度額と同じです。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　子育て支援係
　　　　　　　☎63-1111（内線154･155）
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幼い命を車内放置事故から守りましょう!!
　毎年、暑い時期になると車内に放置された子どもが熱
中症で亡くなる事故が発生しています。短時間であって
も、車内は50度以上の高温になり、子どもの命に関わ
る危険性があります。 国の指針では、このような状況
に子どもを放置することは「児童虐待」に該当するとさ
れています。
　悲しい事故を防ぐため、子どもの車内放置は絶対にや
めましょう。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所 子育て支援係
　　　　　　　☎63-4811

平成23年度「ときめき作品展」作品募集
　県内在住の障がい者、障がい児の文化活動発表の場と
して開催される「ときめき作品展」の出品作品を募集し
ています。
出　展　料　無　料
募集作品　絵画・写真・書・陶芸・工芸・合作
　　　　　※詳細についてはお問合せください。
募集期限　平成23年８月１日㈪～ 31日㈬まで　
申込方法　福祉事務所または各支所いきいき市民課に備

え付けの申込書に必要事項を記入し、作品の
写真（カラー・サービス版、作品の全容が判
るもの）を添えて提出してください。

展示期間　11月17日㈭～ 21日㈪
　　　　　（大分市アートプラザ・アートホール）
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

身体障がい者巡回相談会　無料
日　時　９月１日㈭　検査・診察開始／聴覚12:30 ～
　（※予約制。相談を希望される方は事前の申込が必要）
場 　所　竹田市総合社会福祉センター
内　 容　 
　①対象者
　・新たに身体障害者手帳の交付を受けたい方、または

既に所持している身体障害者手帳の等級を変更した
い方

 （聴覚）
　・補装具費の支給を受けたい方（補聴器など）
　　※補装具の適合判定は2週間前までの予約が必要で

す。また、補装具製作業者も同席することになりま
すので業者と相談のうえ、竹田市福祉事務所に2週
間前までに連絡してください

　・その他、身体障害者福祉に係る各種制度等の相談を
したい方

　②診察科目
　・聴覚障がい（大分大学医学部附属病院鈴木正志 医師）
　※担当医師は、当日の都合により変更になることがあ

ります
申込期限　 ８月18日㈭まで（電話にて受付）
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

第22回豊の国ねんりんピック「シルバー作品」及び「シルバー
ふれあい短歌・俳句・川柳展」の入賞者紹介

【シルバー作品展】
工芸の部……阿南孝子さん（竹田・拝田原）
審査員特別賞　「型染め　千の風になって」

【シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展】
川柳の部……筑紫とみ子さん（久住・平木）
最高齢者賞　「背におうてうたってねかせ
た子がたより」、「亡き人のおはこはいつも
荒城の月」
短歌の部……原口五月さん（竹田・向町）
太田宅美選　「今年又ピンクの花が咲きました貴方が植えた椿の苗木」

募　集
2011年度「差別をなくす人権標語」募集
対　　象　県内に在住する15歳以上の県民のみなさん
　　　　　（児童・生徒は別途募集）
募集期間　９月７日㈬まで
応募方法
①一人一作品（人権をまもり、差別をなくす標語）
②はがき・封書またはＦＡＸで直接送付
　※応募用紙は、生涯学習課、竹田地区分館、荻、久住、

直入の各公民館にも設置
③送付先　社団法人大分県人権教育研究協議会 『人権

標語募集係』宛（〒870-0929大分市下郡496-38 大分
県教育会館内）

④住所・氏名（ふりがな）をお書きください
⑤賞は優秀賞及び入選とし、賞状、賞品があります
⑥「優秀賞」「入選」となった応募者は、広報紙等への

掲載に同意するものとさせて頂きます
〔主催〕　大分県・大分県教育委員会
　　　　㈳大分県人権教育研究協議会
●お問い合せ　㈳大分県人権教育研究協議会　
　　　　　　　☎097-556-1012　FAX097-556-0864

農　業
おおいた新規就農・就業相談会を開催します
趣　旨　大分県では新規就農者を５年間で1000人確保

する目標を掲げ、新規就農者の確保に取り組んでいま
す。大分県への就農希望者を対象とした相談会を開催
し、積極的に地域情報を発信することにより、地域農
業の担い手の確保を図ります。

日　時　８月12日㈮　11:00 ～ 16:00
場　所　コンパルホール３階多目的ホール、309会議室
　　　　（大分市府内町1丁目5番38号）
●お問い合せ　竹田市農政課　☎63-4805

↑阿南孝子さん作品
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（
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。
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※
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※
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３
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２
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２
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介
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齢
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２
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８
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８
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平成24年度 大分県立農業大学校学生募集
募集定員　60人（農学部）
試験期日 〔推薦入試〕平成23年11月９日㈬
　　　　　〔一般入試〕平成23年12月２日㈮
　　　　　※推薦入学試験は、来春、県内高校卒業見込

みの者に限ります。
　　　　　※一般入学試験は、年齢制限がありません。
出願期間　〔推薦入試〕平成23年10月７日㈮～ 10月28日㈮
　　　　　〔一般入試〕平成23年11月９日㈬～ 11月21日㈪
●お問い合せ　大分県立農業大学校 教務・学生課
　　　　　　　☎0974-22-7581

講習会
猟銃及び空気銃の取扱に関する講習会
　猟銃若しくは空気銃の所持許可を希望する方は受講し
てください。
開 催 日 時　平成23年８月28日㈰　9:30 ～ 17:00
開 催 場 所　コンパルホール３階大会議室
　　　　　　（大分市府内町1丁目5番38号）　
受講対象者　大分県に住所を有し、猟銃若しくは空気銃

の所持許可を受けようとする者で、現に猟
銃又は空気銃を所持していない者

申 込 要 領　①８月20日㈮までに竹田警察署（生活安
全課）に申込手続きをしてください

　　　　　　②受講申込には、猟銃等講習会受講申込書
（用紙は警察署備え付）2通、写真（6 ヶ
月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、
無背景の縦4㎝ ×横3㎝）2枚、印鑑が必
要です

　　　　　　③受講手数料として6,800円（大分県収入
証紙）が必要です

※詳しくは竹田警察署（生活安全課 ☎63-2131）、また
は竹田地区銃砲保安協会事務局（☎62-3434）へお尋
ください。

年　金
国民年金保険料の納付は、便利・安心・確実な口座振替で！
　　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙し
くて…」、「つい、うっかり…」といった理由でも保険料
の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金額が減
額されたり、受けられなくなったりします。そこで、国
民年金保険料の納付には、便利で安心、確実な口座振替
をおすすめします。
　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・信用金庫・

信用組合・労働金庫で利用できます。申し込みの際は、
年金事務所や金融機関に備え付けの申出書に必要な事項
を記入して、口座振替を希望される金融機関等の窓口に
提出してください。
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　☎097-552-1211

消費生活
消費生活相談窓口からのお知らせ 未公開株詐欺にご注意を！
　「上場間近と勧誘され購入したが、いまだに上場しな
い」などの未公開株のトラブルが増加しています。勧誘
方法としては、『複数の業者が介入し、高値での買取を
約束する』、『過去に未公開株を購入したことのある消費
者に、被害回復をうたって未公開株を購入させる』など
手口は様々です。「儲かる株」「必ず上場する株」などは
絶対にありえません。そもそも、赤の他人に本当に儲か
る話をするとは考えられません。断り切れずに契約して
しまったり、怪しいと思ったら竹田市役所市民課窓口ま
で！
●お問い合せ
　竹田市市民課消費生活相談窓口
　☎63-4834　・8:30 ～ 17:00 （月～金・平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999

試　験
平成23年度自衛官募集
　一般曹候補生、自衛官候補生、航空学生を募集
対　象　者　18歳以上27歳未満の男女
　　　　　＊航空学生については、高卒（見込み）18

歳以上21歳未満
受付期間　８月１日㈪～９月９日㈮
　　　　　＊男性の自衛官候補生は随時
試験期日・場所
　○一般曹候補生
　　９月17日㈯（竹田市文化会館大会議室）
　○自衛官候補生
　　９月17日㈯（竹田市文化会館大会議室）
　○航空学生
　　９月23日㈮（大分県中小企業会館）
　○自衛官候補生（女性）
　　９月25日㈰・26日㈪（府内学園）
●お問い合せ　自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務所
　　　　　　　☎63-3320
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

８月６日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田子ども診療所 0974-63-3838

８月７日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
８月13日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
８月14日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

８月15日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町）
（17時まで） 0974-42-3121

８月20日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田子ども診療所 0974-63-3838

８月21日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

８月27日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田子ども診療所 0974-63-3838

８月28日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

９月３日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田子ども診療所 0974-63-3838

９月４日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

８月７日㈰ 長湯ごとう歯科（長湯） 0974-75-3001
８月14日㈰ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
８月21日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
８月28日㈰ 長湯ごとう歯科（長湯） 0974-75-3001

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

たけたケーブルテレビ

蔵に眠る名品を探しています
岡藩400年記念事業　岡藩城下町雛まつり「家中ひなめぐり」

　来年岡藩400年祭のプレイベントとして、竹田市の歴史的風致
の残る街並み景観地区巡りと、商店やギャラリーに展示されてい
る雛人形と合せて「岡藩家中雛めぐり」を行います。
　つきましては、岡藩家中に伝わる江戸・明治・大正時代までの

「雛人形」、「武者人形」、「家宝」、「骨董品」を探しています。
展示場所　竹田市歴史資料館・市民ギャラリー水琴館
日　　程　平成24年２月３日㈮～３月４日㈰
●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会竹田支部　☎63-2638

◇ふるさとトピックス総集編		  　
　夏休み期間に合わせて、たけた市民チャンネルでは、
たけたホッとタイムス内のふるさとトピックス4月分から
７月分を総集編でお届けします。	

【放送日】　
・4月分総集編　8／6、13、20、27、9／3㈯
　14:00～、8／15㈪14:00～
・5月分総集編　8／6、13、20、27、9／3㈯
　19:00～、8／15㈪　20:00～
・６月分総集編　8／7、14、21、28、9／4㈰
　14:00～、8／12㈮14:00～
・７月分総集編　8／7、14、21、28、9／4㈰
　17:00～、8／12㈮20:00～

◇大河ドラマ「独眼竜政宗」（毎週月曜更新）
【放送日】
　㈪8:00～・㈫15:00～・㈬17:00～・㈭20:00～・
　㈮9:00～・㈯23:00～・㈰12:00～
・第48回「伊達流へそ曲がり」（8/1～7）
・第49回「母恋」（8/8～14）
・第50回「大往生」（8/15～21）	

◇大河ドラマ「篤姫」（毎週月曜更新）
【放送日】
　㈪8:00～・㈫15:00～・㈬17:00～・㈭20:00～・
　㈮9:00～・㈯23:00～・㈰12:00～
・第１回「天命の子」（8/22～28）
・第２回「桜島の誓い」（8/29～9/4）

●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター
　　　　　　　☎76-1415

たけた市民チャンネル８月特番情報
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求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①事務員 1 人 12.8 万　②薬剤師 1 人 40 万　③販売員
1 人 13 ～ 20 万　④バス運転手 2 人 15 ～ 18 万　⑤サー
ビス接客員 3 人 13 万　⑥作業員 1 人 11.7 万　⑦接客
係 2 人 18 万　⑧一般廃棄物収集員 1 人 16.6 ～ 18 万
　⑨営業員 1 人 16 ～ 25 万　⑩保育補助 1 人 14.4 万
円　⑪営業員 1 人 14.9 ～ 34 万　⑫看護職員 1 人 17.1
～ 21.1 万円

〔パート求人（時給）〕
⑬クリーニング作業員 1 人 650 円　⑭厨房員 2 人 700
～ 800 円　⑮夜間レジ・品出し 1 人 680 円　⑯書店販
売員 1 人 700 ～ 750 円　⑰清掃員 1 人 728 円　⑱遊戯
施設係 1 人 700 円　⑲菓子販売員 2 人 720 ～ 750 円　
⑳ヘルパーまたは介護助手 1 人 740 ～ 1,200 円　㉑タ
クシー乗務員 2 人 643 ～ 700 円　㉒洗い場係 1 人 850
～ 938 円　㉓接客係 1 人 800 ～ 900 円　㉔正・準看護
師 2 人 1,000 ～ 1,200 円

平成23年度新規大卒者等＆U・Iターン希望者就職面接会
日　時　８月 18 日㈭　13:00 ～ 16:00
場　所　トキハ会館５階ローズカトレアの間（大分市）
※応募者の方は「履歴書」（複数）と「筆記用具」を

ご用意のうえ、直接会場にお越しください。
●お問い合せ　ハローワークプラザおおいた
　　　　　　　☎ 097-533-8600

「おおいた人材Ｕターンセンター」登録者・登録企業募集
　Ｕ・Ｉターン希望者への県内企業の求人情報の提供
や就職相談、また、より良い人材を確保したい県内企
業へ人材情報の提供を行っています。ご利用ください。
◆受付時間　8:30 ～ 17:00 （土・日・祝日はお休み）
●お問い合せ　おおいた人材Ｕターンセンター
　　　　　　　☎ 0120-119-201
　　　　　　 〔URL〕 http://www.sorin-oita.or.jp/u/

平成23年８月  岡の里ふるさとUターン情報

○一覧表は、ハローワーク豊後大野（竹田地域職業相談室）に申し込まれている７月1日現在の有効求人です。
　一覧表以外の企業についても多種の求人がありますので窓口にお申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　ハローワーク豊後大野竹田地域職業相談室　☎0974-63-1101
　　　　　　　ハローワーク豊後大野（豊後大野公共職業安定所） ☎0974-22-8609

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）
株式会社　安愚楽牧場
大分支店 黒毛和種牛の飼養と枝肉販売 飼育係 3 16.2〜25.0万 小型車両・フォークリフト等歓迎

株式会社　あんのん 結婚式場・宿泊施設・法
事・祝事・仕出し

調理師 1 15.0〜25.0万 調理師
営業員 1 12.0〜20.0万 営業経験者優遇
接客係 3 650〜800円

特定医療法人社団
大久保病院 医療・介護老人保健施設等

正看護師（交替勤務） 2 22.6〜32.1万 正看護婦
介護及び看護補助員 3 13.2〜13.7万
正看護師（訪問看護） 1 1200円 正看護婦

荻町まちおこし有限会
社「荻の里温泉」

温 泉 ・ レ ス ト ラ ン ・ 旅
館・みやげ品販売・農林
産物販売

調理係 2 12.6〜15.2万
接客係 1 700〜800円

財団法人
久住やすらぎ観光公社

宿泊施設・国民宿舎・久
住高原荘の運営 接客係 4 12.3万

有限会社　工藤商店 新建材等の販売及び飲食業
配管技士 1 15.0〜25.0万 管工事施工管理技士・浄化槽設備士
配管工見習 1 12.5〜20.0万 大型自動車
調理師又は調理補助 1 13.5〜25.0万 和洋食調理の出来る方

社会福祉法人
孝寿福祉会（荻の苑）

特別養護老人ホーム
短期入所生活介護等

作業療法士 1 21.0〜30.0万 作業療法士
看護員 2 15.5〜30万 准看護師
相談員 2 16.4〜30.0万 社会福祉主事

株式会社　翡翠倶楽部
（宿房　翡翠之庄）
株式会社　常聖天空

旅館業・食事処等 接客係 2 13.0〜20.0万
宿泊施設等 接客係 1 13.0〜18.0万 接客経験者

社団法人　竹田市医師
会（竹田医師会病院） 病院

理学療法士 2 22.3万〜26.3万 理学療法士
正看護師 5 21.0〜25.3万 正看護師
看護補助者 5 13.4〜15.0万 ホームヘルパー2級以上

竹田市医師会立竹田訪
問看護ステーション 訪問看護 正・准看護師 2 16.0〜25.3万 正・准看護師

正・准看護師 2 時給900〜1000円 正・准看護師

社会福祉法人
竹田市社会福祉協議会

福祉関係団体の支援・地域福祉
事業　市との共済事業・介護保
険事業・県市からの委託事業

看護師（正・准） 1 15.0万 正・准看護師
介護支援専門員 1 15.0万 介護支援専門員
社会福祉士 1 15.0万 社会福祉士

株式会社
長湯歴史温泉伝承館 温泉入浴宿泊施設

レストランホールス
タッフ 2 11.0〜15.0万

調理スタッフ 1 11.0〜15.0万
医療法人　健伸会
み は ら 整 形 外 科 ク リ
ニック

整形外科・内科・指定居
宅介護支援事業所等

受付事務員 1 12.0万 医療事務
正・准看護師 3 16.0〜25.0万 看護師（正・准）
介護職 2 12.8万 ヘルパー２級

医療法人　雄仁会
（加藤病院・岡の苑・
和の郷）

医療・介護保険事業等
正看護師 3 21.6〜27.0万 正看護師
介護職 2 12.5万 有資格者優遇
介護福祉士 2 15.0〜17.0万 介護福祉士

社会福祉法人
偕幸社（悠々居）

特別養護老人ホーム
デイサービス等

正・准看護師 1 16.3〜18.1万 正・准看護師
介護職 2 14.4〜15.4万
ホームヘルパー 2 1200〜1450円 ヘルパー2級以上
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